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ふるさと財団では、地域振興に資する事業活動を実施している民間事業者を顕彰し、
その活動を全国に広く周知することにより、地域の振興・地域経済の活性化と魅力ある
ふるさとづくりの推進に資するものとして、平成 14年度から｢ふるさと企業大賞（総務
大臣賞）｣の表彰を行っています。
平成 26年度も地方公共団体から推薦された9事業者を受賞者として選定し、平成
26年 10月 30日 ( 木 )に表彰式及び受賞記念パーティを開催しました。

ふるさと企業大賞
（総務大臣賞）

受賞者が決定

平成26年度

特集

二之湯副大臣、栢森審査委員、柚木理事長を交え、受賞者全員で記念撮影
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株式会社小田島
岩手県花巻市

赤田工業株式会社
長野県池田町

株式会社南都
沖縄県

オレンジベイフーズ株式会社
愛媛県八幡浜市

株式会社ＴＲＩ大分ＡＥ
大分県豊後高田市

北日本索道株式会社
秋田県湯沢市

内堀醸造株式会社
長野県飯島町

東洋自動機株式会社
山口県岩国市

株式会社丸屋本社
鹿児島県鹿児島市

授与対象者は、ふるさと融資を利用した民間事業者のうち、融資の対象事業が、

① 地域経済及び雇用に特に貢献していると認められること
② 地域のイメージアップに特に貢献していると認められること
③� その他魅力あるふるさとづくりに特に貢献していると認められること

のいずれかに該当するものとしています。
受賞者は、各都道府県、政令指定都市、及び市町村から推薦のあった中から、
有識者からなる審査委員会の審議を経て選考されました。

　岩手県花巻市に本社を置
き、東北５県に19支店を有
し医薬品・医療関連品を医
療機関等に供給する総合卸
売会社。
　受注から着荷までの時間短縮、電子システムを導入
した商品管理により、早く・正確に・安全安心を供給
する先端の医薬品物流システムを構築し、地域医療、
人々の生命を支えている。
　東日本大震災で２支店が全壊するなど自ら大きな被
害を受けたにもかかわらず、同業他社の取りまとめ役
となり、同社物流センターを拠点に県内の緊急医薬品
供給を維持し、地域住民の命をつないだ。

株式会社小田島
本社・物流センター建設事業

岩手県花巻市

代表取締役

小田島 欣一郎 氏

　秋田県湯沢市に本社を置
き、造林、造材、商材、製材、
チップ材生産まで一貫した
林業生産活動を営む、秋田
県唯一の事業者。
　林業を取り巻く環境が厳しい中、湯沢の森林資源・
林業を守るため、機械化による作業効率の向上、チッ
プ製造の安定化などにより、林業経営を持続し、地域
産業の活性化に貢献している。
　秋田県を代表する林業事業者として、森林資源の有
効活用、林地整備を先導するなど、森林保全・環境保
護・地域エネルギー政策の推進に貢献。毎年、新規作
業員の採用を行い、地域の雇用創出のみならず、積極
的な後継者育成で林業を未来につないでいる。

北日本索道株式会社
間伐材等加工流通施設整備事業

秋田県湯沢市

代表取締役

兼子 富市 氏
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特集

　世界で初めてレトルトカ
レー用包装機を開発し、現
代の市民生活に欠かせない
各種包装商品の自動計量及
び包装用機械の開発・製造・
販売を手掛ける業界トップの会社。
　同社製品から生まれる包装商品は、運送量・コスト
の低減、詰替えの促進による省資源化、食品備蓄に向
けた長期保存の実現など幅広い分野で貢献している。
　多世代の社員で構成するチームで最終工程まで製
造し、顧客ニーズにきめ細かく対応した製品を生み出
すとともに、技術の確かな伝承、達成感が得られる働
きやすい職場環境により、持続的な成長を実現して
いる｡

東洋自動機株式会社
自動計量包装機製造工場建設事業

山口県岩国市

代表取締役社長

松岡 宏和 氏

　岐阜県八百津町に本社
を置き、業界において最高
酸度の醸造酢をはじめ、約
1,000種類の食酢、飲用酢、
調味酢などを製造･販売す
る企業。
　長年にわたり磨き上げた確かな技術を基に、産官
学連携による地元産品と同社の酢を組み合わせた特
産品の開発や、信州産リンゴなど地域資源を使用した
食酢の製造に取り組み、地域産業の振興、飯島町のイ
メージアップに貢献している。
　また環境保全に配慮した排水・排気処理設備の設
置、工場敷地内でのシラカバの植栽等、アルプスの豊
かな自然を守る取り組みを積極的に行っている。

内堀醸造株式会社
食酢製造工場建設事業

長野県飯島町

代表取締役

内堀 泰作 氏

　国内で初めて魚肉ソー
セージを開発した地元企業
と、国内最大手の食肉卸売
会社、世界最大規模の食品
加工会社による合弁会社
で、ハンバーガーパティの製造会社。
　地場産業から培った水産加工技術を有する地元企
業と、国内大手、外資の各企業が手を組み、生産技術、
経営能力を融合させることにより、生産力を大幅に拡
大し、高品質な商品の供給を実現している。
　八幡浜市にとって県外からの初の大手企業の進出
により、包装資材等の地元調達、原料・製品の輸送に
よる物流の発生など、地元経済の活性化に貢献して
いる。

オレンジベイフーズ株式会社
食品加工工場建設事業

愛媛県八幡浜市

代表取締役社長

高橋 忍 氏

　金属の切削・研磨をコア
技術に、電子顕微鏡や半導
体・液晶等製造装置の各種
部品を製造する機械金属
加工業者。特に真空チャン
バーや装置のフレーム・架台等が主力商品。
　卓越した技術を有する「鉄の料理人」を標榜し、人材
育成を経営理念の中心に据えて社員の資格取得を奨
励。技能五輪全国大会への挑戦を支援するなど次世
代技術者の育成に積極的に取り組んでいる。
　小・中学校、高校、高専等の工場見学、職業体験の
受け入れや、長期インターンシップで高校との共同研
究を行うなど、キャリア教育・ものづくり教育に貢献し
ている。

赤田工業株式会社
機械金属加工工場建設事業

長野県池田町

代表取締役

赤田 彌壽文 氏
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　沖縄県の大型観光施設の
パイオニアともいえる「おき
なわワールド」（南城市）をは
じめ、県内に５つの施設を運
営する観光施設業者。
　おきなわワールドでは、歴史・自然・文化の幅広い
施設内容を活かした事業展開を行い、修学旅行生など
国内外から県内民間施設最多の年間100万人以上の
入場者を誇り、開設以来県南部の観光の中心的な役
割を担っている。
　県内の芸術大学卒業生を毎年採用し、伝統工芸継
承者の育成に努めるとともに、特産品を積極的に開発
するなど、次代につなぐ観光振興に取り組んでいる。

株式会社南都
テーマパーク建設事業

沖縄県

代表取締役社長

大城 宗直 氏

　高度な技術でプリンター
等の中心部の部品などＯＡ
機器用精密ゴム樹脂製品を
製造する会社。
　県北国東地域の産業振
興の中核拠点として整備された工業団地において、最
大規模の企業として中心的な役割を果たし、企業間連
携、行政との連携を図り、工業振興、地域活性化に貢
献している。資源リサイクルや省エネ・創エネ施設の
整備など環境に配慮した取り組みを積極的に展開して
いる。優れた製造技術を有し、工場拡張・生産力の拡
大を進め、従業員を大幅に増加し地域の雇用創出に貢
献するとともに、地域イベントへ積極的に参画し、地域
との共生を実現している。

株式会社TRI大分ＡＥ
精密ゴム樹脂製品製造工場建設事業

大分県豊後高田市

代表取締役社長

大橋 武弘 氏

　鹿児島市の中心市街地・
天文館地区に位置し、地域･
人とのつながりをコンセプト
とするテナント集積型商業
施設「マルヤガーデンズ」を
経営する会社。
　従来型から新コンセプトの百貨店に転換し、地域の
コミュニティ活動スペースなど市民の参加空間を大幅
に確保するなど、市民のまちづくりへの参画やまちづ
くり団体・人の育成、地域づくりに貢献している。
　斬新なフロア設計で柔軟な新規テナント誘致を図
り、テナント数、従業員数ともに増加するなど地域の雇
用創出、地域経済の活性化に貢献している。

株式会社丸屋本社
商業施設等改修事業

鹿児島県鹿児島市

代表取締役社長

玉川 惠 氏

ふるさと企業大賞（総務大臣賞）受賞者が決定 特集
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平成26年度 地域産業交流セミナー開催

講演② 「地域活性化に向けて − 未来への処方箋」
株式会社日本総合研究所 調査部 主席研究員　藻谷 浩介氏

ふるさと企業大賞（総務大臣賞）表彰式と並行して、これ
からの地域産業や企業経営のあり方を考える「地域産業交
流セミナー」を開催致しました。馬場正尊氏、藻谷浩介氏の
お二人を講師に迎え、ユニークなアイデアと深い考察に基
づく講演で、会場は大盛況。

企業経営者や地方自治体職員など、多くのセミナー出席
者の高い関心と共感を呼ぶ有意義なセミナーとなりました。

建築家として、公共空間のリノベーションも手がけ、その必要
性を訴える馬場氏が考える、これからの時代の「公共空間・都市
空間」とは何か。その実現のために何をするべきか、具体例をあ
げつつ今後の取り組みも含めお話いただきました。

人口問題からアベノミクスまで、市町村関係の最新の統計数
字や地域特性を踏まえた上で分析。このまま進めば、子や孫世
代の頃の日本にはどうなっているのか？　積み重ねたデータを元
に様々な問題をお話いただきました。

講演① 「建築×不動産×メディア　まちの風景の変え方」
株式会社オープン・エー代表取締役　馬場 正尊氏

藻谷 浩介氏（もたに こうすけ）

株式会社日本総合研究所 調査部 主席研究員

平成合併前3,200市町村のすべて、海外70カ国をほぼ私費で訪問し、地
域特性を多面的に把握。2000年頃より地域振興や、人口成熟問題に関
し、精力的に研究・著作・講演を行う。

【経歴】

昭和39年山口県生まれ。昭和63年東京大学法学部卒業、日本開発銀行
（現（株）日本政策投資銀行）入行。平成24年（株）日本総合研究所調査
部主席研究員（現職）、（株）日本政策投資銀行地域企画部特任顧問（非常勤・
現職）。

（うち派遣・出向）平成6年米国NY市コロンビア大学経営大学院（ビジネ
ススクール）卒業。（財）日本経済研究所調査局研究員。平成21年DBJシ
ンガポール（株）シニアアドバイザー兼IE Singaporeパートナー。

講師プロフィール

馬場 正尊氏（ばば まさたか）

株式会社オープン・エー 代表取締役

雑誌『A』編集長を経て、2002年建築設計事務所「Open A」を設立。都
市の空地を発見するサイト「東京R不動産」を運営。東京のイーストサイ
ド、日本橋や神田の空きビルを時限的にギャラリーにするイベント、CET

（Central East Tokyo）のディレクターなども務め、建築設計を基軸に、
メディアや不動産などを横断しながら活動。

【経歴】

昭和43年佐賀県生まれ。平成6年早稲田大学大学院建築学科修了。博
報堂で博覧会やショールームの企画などに従事。その後、早稲田大学博士
課程に復学。雑誌『A』編集長を経て、平成15年株式会社オープン・エー
を設立。建築設計、都市計画、執筆などを行う。同時期に不動産紹介サイト

「東京R不動産」を始める。平成20年東北芸術工科大学准教授に就任。

講師プロフィール



6

山口県周南市の周南バルクターミナル株式会社は、
石炭専用の中継備蓄基地を運営する会社です。
スケールメリットによるコストダウンで得た利益を、
顧客に還元するコストセンターとして注目されています。
激化する国際競争の中で勝ち抜くために、
さらなるスケールメリットの拡大を実現するのが現在の目標。
地元の活性化への熱い思いや、
日本経済の再生をも見据えた大きな夢を語っていただきました。

「ふるさと企業大賞」受賞企業

社長に聞く
地域振興への貢献を顕彰する「ふるさと企業大賞」を
受賞した経営者にお話をお聞きしました。

周南バルクターミナル株式会社

代表取締役社長 河村義人氏

山口県周南市（本社）
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い
ま
し
た
が
、
私
が
入
社
し
た
高
度

経
済
成
長
期
に
は
重
油
に
変
わ
っ
て
い
ま
し

た
。
あ
の
頃
は
重
油
の
価
格
が
１
バ
レ
ル
当
た

り
３
ド
ル
台
だ
っ
た
こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い
ま

す
。
そ
の
後
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
で
石
油
価
格
が

急
激
に
上
昇
し
て
い
っ
た
た
め
、
ト
ク
ヤ
マ
の

自
家
発
電
も
、
石
油
火
力
か
ら
石
炭
火
力
に
切

り
替
え
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。
今
は
、
バ
イ

オ
マ
ス
も
若
干
使
っ
て
い
ま
す
が
、
自
家
発
電

の
ほ
ぼ
１
０
０
％
が
石
炭
火
力
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
時
代
に
よ
っ
て
燃
料
を
変
え

る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
と
い

う
基
本
原
則
は
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
ま
た
、
自
家
発
電
の
燃
料
を
運
搬
す
る

た
め
の
港
湾
設
備
も
自
前
で
備
え
て
い
ま
し

た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ト
ク
ヤ
マ
と
い
う
会
社
は

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
経
済
危
機
を
乗
り
越
え
て
90
年
以
上
も
続
い

て
き
た
の
で
す
。

厳
し
さ
を
増
す
コ
ス
ト
競
争
を

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
で
勝
ち
抜
く

　

し
か
し
近
年
は
、
世
界
的
な
競
争
の
中
で
生

き
残
る
た
め
に
、
さ
ら
に
厳
し
い
コ
ス
ト
削
減

を
追
及
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

例
え
ば
韓
国
で
は
、
電
気
料
金
が
日
本
の
半
分

以
下
で
す
。
同
じ
も
の
を
作
る
の
に
、
電
気
料

金
が
半
分
の
国
を
相
手
に
す
る
の
で
は
、
勝
て

る
わ
け
が
な
い
の
で
す
。

　

で
す
か
ら
、
自
前
の
発
電
設
備
を
持
つ
だ
け

で
な
く
、
そ
の
燃
料
の
コ
ス
ト
も
で
き
る
だ
け

抑
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に

は
、
石
炭
の
大
量
輸
送
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま

す
。
と
こ
ろ
が
、
従
来
の
ト
ク
ヤ
マ
の
埠
頭
は

水
深
12
ｍ
で
、
５
万
ｔ
級
の
ハ
ン
デ
ィ
マ
ッ
ク

ス
船
ま
で
し
か
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
周
南
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の

一
角
に
作
ら
れ
た
水
深
14
ｍ
の
公
共
埠
頭
を
利

用
し
、
９
万
ｔ
級
の
パ
ナ
マ
ッ
ク
ス
船
が
着
岸

可
能
な
石
炭
の
中
継
・
備
蓄
基
地
を
開
設
し
て

は
ど
う
か
、
と
い
う
案
が
浮
上
し
て
き
た
の
で

す
。

　

そ
こ
で
、
私
が
社
長
と
し
て
出
向
し
、

２
０
０
８（
平
成
20
）年
に
周
南
バ
ル
ク
タ
ー
ミ

ナ
ル
が
設
立
さ
れ
た
わ
け
で
す
。
バ
ル
ク
と
は
、

コ
ン
テ
ナ
以
外
の
バ
ラ
積
貨
物
の
こ
と
で
す
。

ト
ク
ヤ
マ
を
中
心
に
周
南
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
に
事

業
所
を
置
く
数
社
が
出
資
し
て
、
土
地
も
ト
ク

ヤ
マ
の
ほ
か
、
国
や
県
が
所
有
す
る
埋
立
地
を

借
用
し
ま
し
た
。
荷
役
や
貯
炭
場
な
ど
の
設
備

周南バルクターミナル全景
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の
建
設
は
私
ど
も
周
南
バ
ル
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
が

担
当
し
ま
し
た
。
２
０
１
2（
平
成
24
）
年
か

ら
本
格
的
に
操
業
を
開
始
し
、
現
在
は
、
置
場

面
積
20
h
a
、
貯
炭
量
１
０
０
万
ｔ
、
年
間
約

２
５
０
万
ｔ
の
石
炭
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

公
共
の
埋
立
地
を
利
用
し

コ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
を
目
指
す

　

公
共
の
埠
頭
と
埋
立
地
を
使
わ
せ
て
も
ら
う

わ
け
で
す
か
ら
、
ト
ク
ヤ
マ
の
石
炭
だ
け
を
扱

う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
公
共
性
を
考
え
る

と
、
ト
ク
ヤ
マ
だ
け
で
な
く
、
荷
主
全
体
に
メ

リ
ッ
ト
が
及
ぶ
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ま
た
、
先
行
す
る
各
地
の
港
湾
と
競
争
す

る
た
め
に
は
、
割
安
感
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
私
ど
も
が
受
け
持
つ
設
備

の
建
設
費
、
約
１
０
０
億
円
の
融
資
を
金
融
機

関
に
お
願
い
す
る
と
き
に
、
私
は
コ
ス
ト
セ
ン

タ
ー
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
話
を
持
っ
て
い
っ

た
の
で
す
。
し
か
も
、
瀬
戸
内
海
で
は
比
較
的

安
い
、
保
管
料
ト
ン
当
た
り
１
０
０
０
円
で
運

営
す
る
と
い
う
経
営
計
画
を
提
示
し
ま
し
た
。

ト
ン
当
た
り
１
０
０
０
円
で
年
間
２
０
０
万
ｔ

を
扱
え
ば
20
億
円
。
経
費
を
そ
れ
以
内
に
収
め

れ
ば
、
新
会
社
は
安
全
に
経
営
で
き
ま
す
。
そ

う
説
明
し
た
と
こ
ろ
、
銀
行
は
納
得
し
、
ノ
ン

リ
コ
ー
ス（
非
遡
及
型
融
資
）
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
同
時
に
、
周
南
市
か
ら
、
第
１
期
整
備

と
第
２
期
整
備
を
合
わ
せ
て
12
億
円
の
ふ
る
さ

と
融
資
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
助
か
っ

て
い
ま
す
。

　

実
は
、
コ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
に
し
て
よ
か
っ
た

と
い
う
思
い
を
、
操
業
を
開
始
し
て
か
ら
、
強

め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
そ
の
き
っ
か
け

は
、
2
0
1
1
年
に
東
シ
ナ
海
沿
岸
の
バ
ル
ク

タ
ー
ミ
ナ
ル
を
、
中
国
を
中
心
に
13
カ
所
ほ
ど

視
察
し
た
こ
と
で
す
。
中
国
で
は
、
石
炭
専
門

の
バ
ル
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
非
常
に
安
く
使
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
例
え
ば
、
浙
江
省
の
舟
山

港
は
、
揚
げ
荷
役
、
貯
炭
、
出
荷
の
す
べ
て
を

含
ん
だ
保
管
料
が
、
ト
ン
当
た
り
28
元
ほ
ど
で

す
。
当
時
は
円
に
直
す
と
４
０
０
円
ぐ
ら
い
。

今
は
元
が
上
が
っ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も

５
０
０
円
ほ
ど
で
す
。

　

日
本
で
は
ど
の
ぐ
ら
い
か
と
い
う
と
、
先
ほ

ど
言
い
ま
し
た
よ
う
に
私
ど
も
の
１
０
０
０

円
で
も
安
い
ほ
う
で
す
が
、
そ
れ
で
も
中
国
と

比
べ
る
と
倍
の
値
段
な
の
で
す
。
し
か
し
、
私

ど
も
は
コ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
な
の
で
、
利
益
が

出
れ
ば
顧
客
に
還
元
す
る
の
が
経
営
方
針
で

す
。
２
０
１
０
年
の
部
分
開
業
の
と
き
に
は
ト

ン
当
た
り
１
０
０
０
円
で
始
め
た
の
で
す
が
、

２
０
１
２
年
に
全
面
操
業
と
な
っ
て
ス
ケ
ー
ル

メ
リ
ッ
ト
が
出
て
く
る
と
、
９
０
０
円
に
引
き

下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ト
ン
当
た
り
５
０
０
円
に
し
て

東
ア
ジ
ア
で
勝
つ

　

そ
の
結
果
、
私
ど
も
の
顧
客
は
瀬
戸
内
海
一

大型船を受け入れて
スケールメリットによる低コストを実現し、
世界で戦えるバルクターミナルを目指す

③ 【出荷】2,000t ／ hの能力を持つシップロー
ダーで、積み出し桟橋の船舶へ石炭が積み込ま
れる

② 【保管】2,000t ／ hの能力を持つスタック・
アンド・リクレーマーにより、陸揚げされた石炭
を貯炭場に積み上げていく

① 【荷揚げ】接岸した船からアンローダーで石炭
を降ろす。1,500t ／ hの設備が2 基ある

「ふるさと企業大賞」受賞企業

社長に聞く

周南バルクターミナル荷上げから出荷まで
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円
に
広
が
っ
て
、
想
定
を
超
え
る
量
の
石
炭
を

扱
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
９
０
０

円
で
は
世
界
で
戦
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
現

に
、
日
本
の
電
力
会
社
や
商
社
が
中
国
の
港
に

石
炭
を
置
い
て
、
東
北
や
北
陸
の
発
電
所
な
ど

に
持
っ
て
行
く
と
い
う
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る

の
で
す
。
で
も
、
周
南
バ
ル
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
が

ト
ン
当
た
り
５
０
０
円
を
実
現
で
き
た
ら
、
中

国
の
舟
山
港
に
も
負
け
な
い
は
ず
で
す
。
最
初

は
ト
ク
ヤ
マ
の
た
め
の
コ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
を
作

ろ
う
と
い
う
こ
と
で
始
ま
っ
た
話
が
、
だ
ん
だ

ん
日
本
経
済
の
再
生
の
た
め
の
コ
ス
ト
セ
ン

タ
ー
と
い
う
大
き
な
夢
へ
と
膨
ら
ん
で
い
き
ま

し
た
。

　

そ
れ
を
実
現
す
る
に
は
、
貯
炭
場
の
規
模
を

少
な
く
と
も
倍
に
拡
大
し
、
埠
頭
も
よ
り
大
型

の
船
が
着
岸
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
現
在
の
周
南
バ
ル
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
が

受
け
入
れ
ら
れ
る
の
は
９
万
ｔ
級
の
パ
ナ
マ
ッ

ク
ス
船
ま
で
で
す
が
、
20
万
ｔ
級
の
ケ
ー
プ
サ

イ
ズ
が
中
国
の
舟
山
港
を
は
じ
め
と
す
る
グ

ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
の
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
水
深
を
20
ｍ
ま
で
掘
り
下
げ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

徳
山
港
は
、
多
く
の
島
に
囲
ま
れ
て
お
り
、

防
波
堤
を
作
る
必
要
が
な
い
天
然
の
良
港
で

す
。
台
風
の
と
き
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
船
が
避

難
し
て
き
ま
す
。
た
だ
、
ひ
と
つ
の
欠
点
は
、

水
深
が
十
分
で
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
航
路
の
掘
り
下
げ
は
ど
こ
で
も
で

き
る
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば

同
じ
瀬
戸
内
海
で
も
関
門
海
峡
に
近
い
と
こ
ろ

で
は
、
潮
流
に
よ
っ
て
土
砂
が
流
れ
込
ん
で
く

る
の
で
、
一
度
海
の
底
を
掘
っ
て
も
、
埋
ま
る

た
び
に
浚
渫
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
大
き

な
河
川
の
河
口
近
く
に
あ
る
港
も
同
様
で
す
。

そ
の
点
、
徳
山
港
は
、
関
門
海
峡
か
ら
離
れ
て

お
り
、
大
き
な
河
川
も
な
い
の
で
、
浚
渫
を
繰

り
返
す
必
要
が
な
い
の
で
す
。
そ
れ
に
な
ん
と

い
っ
て
も
、
徳
山
湾
は
石
炭
の
産
地
で
あ
る

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
ま
っ

す
ぐ
北
上
し
、
豊
後
水
道
を
入
っ
た
真
正
面
に

あ
る
。
こ
う
い
っ
た
地
理
的
な
条
件
を
考
え
て

み
て
も
、
徳
山
湾
に
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
の
バ
ル
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
作
る
と
い
う
ア
イ

デ
ア
は
理
に
か
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

航
路
を
深
く
す
る
の
は
国
や
県
に
や
っ
て
い

た
だ
く
の
で
す
が
、
同
時
に
、
私
ど
も
の
設
備

も
拡
充
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
現

時
点
で
の
私
の
構
想
は
石
炭
の
置
き
場
を
現
在

の
１
０
０
万
ｔ
か
ら
２
０
０
万
ｔ
の
規
模
へ
と

拡
大
し
ま
す
。
ま
た
、
ケ
ー
プ
サ
イ
ズ
用
の
荷

揚
げ
設
備
を
設
置
し
、
出
荷
桟
橋
も
３
万
ｔ
の

船
が
接
岸
で
き
る
も
の
を
増
設
し
ま
す
。
そ
の

た
め
の
費
用
が
お
よ
そ
２
２
０
億
円
。
年
間
の

経
費
も
現
在
の
20
億
か
ら
40
億
ぐ
ら
い
に
膨
ら

む
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
も
、
扱
う
石
炭
の
量
が

年
間
８
０
０
万
ｔ
ぐ
ら
い
に
な
れ
ば
、
ト
ン
当

た
り
５
０
０
円
で
の
営
業
が
見
え
て
き
ま
す
。

そ
う
す
れ
ば
、
瀬
戸
内
海
の
経
済
の
再
生
に
貢

献
す
る
し
、
こ
こ
か
ら
東
ア
ジ
ア
へ
と
打
っ
て

出
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
す
。

社
員
が
一
丸
と
な
っ
て

サ
ー
ビ
ス
向
上
と
コ
ス
ト
減
に
挑
戦

　

も
ち
ろ
ん
、
世
界
の
中
で
戦
う
に
は
ハ
ー
ド

面
の
拡
充
だ
け
で
は
足
り
ま
せ
ん
。
コ
ス
ト
セ

ン
タ
ー
と
し
て
の
魅
力
を
上
げ
る
た
め
に
、
周

南
バ
ル
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
社
員
が
一
丸
と
な
っ

て
サ
ー
ビ
ス
や
コ
ス
ト
削
減
の
た
め
の
努
力
を

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
ひ
と
つ
が
、
直
接
利
益
に
貢
献
し
て
い

る
部
門
に
ウ
エ
イ
ト
を
置
い
た
直
間
比
率
で

す
。
私
ど
も
の
社
員
数
は
40
名
で
す
が
、
間
接

部
門
は
た
っ
た
の
２
人
し
か
い
ま
せ
ん
。
そ
れ

に
社
長
の
私
を
入
れ
る
と
３
人
に
な
り
ま
す
け

れ
ど
も
。
経
理
な
ど
の
仕
事
は
ト
ク
ヤ
マ
の
経

理
部
門
に
お
願
い
し
、
直
接
利
益
に
貢
献
す
る

大型船を受け入れて
スケールメリットによる低コストを実現し、
世界で戦えるバルクターミナルを目指す
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現
場
の
社
員
の
比
率
を
高
め
て
、
そ
れ
以
外
の

仕
事
に
か
け
る
人
件
費
を
で
き
る
だ
け
縮
小
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
清
掃
な
ど
の
ダ
ー
テ
ィ
ジ
ョ
ブ
の
下

請
け
を
ゼ
ロ
に
し
て
、
す
べ
て
を
社
員
が
日
常

業
務
の
中
で
行
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
高
度

成
長
の
時
代
に
は
、
ダ
ー
テ
ィ
ジ
ョ
ブ
を
下
請

け
に
出
す
の
が
当
た
り
前
で
し
た
。
け
れ
ど

も
、
今
は
そ
う
い
う
や
り
方
で
は
中
国
や
台
湾

や
韓
国
に
勝
て
な
い
。
ダ
ー
テ
ィ
な
部
門
も
手

空
き
時
間
で
全
部
自
分
た
ち
で
や
る
こ
と
が
必

要
な
の
で
す
。

　

そ
こ
で
、
社
員
に
範
を
示
す
た
め
に
、
事
務

所
の
ト
イ
レ
の
清
掃
は
、
出
張
の
日
を
除
い
て

毎
日
、
社
長
の
私
が
や
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
朝
７
時
に
出
勤
し
て
、
７
時
半
ま
で
に
ト

イ
レ
清
掃
を
終
わ
ら
せ
る
。
そ
れ
か
ら
社
長
の

業
務
で
す
。
社
長
が
ト
イ
レ
掃
除
を
や
っ
て
い

る
の
を
目
に
す
る
と
、
社
員
も
自
然
と
職
場
の

整
頓
や
清
掃
を
心
が
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
う
し
て
、
と
こ
と
ん
コ
ス
ト
削
減
の
努
力
を

し
て
い
る
の
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
も
ち
ろ
ん
荷
主
へ
の
サ
ー
ビ
ス

が
万
全
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
の
一
番
大
切
な
サ
ー
ビ
ス
と
は
何
か
と

い
う
と
、
船
が
着
い
た
ら
素
早
く
石
炭
を
受
け

入
れ
る
こ
と
で
す
。
船
は
接
岸
し
て
い
る
日
数

が
１
日
違
う
と
、
保
船
料
が
１
０
０
万
円
ぐ
ら

い
ず
つ
変
わ
り
ま
す
か
ら
。

社
員
は
す
べ
て
地
元
か
ら
採
用

社
員
教
育
も
自
前
で
行
う

　

現
在
の
40
名
の
社
員
は
、
全
員
を
地
元
か
ら

採
用
し
ま
し
た
。
そ
れ
も
、
も
と
い
た
会
社
が

つ
ぶ
れ
て
職
を
失
っ
た
よ
う
な
、
厳
し
い
経
験

を
し
た
人
た
ち
を
多
く
採
用
す
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
ト
イ
レ
清
掃
の
よ
う
に
社
長
が
自
ら

行
動
で
範
を
垂
れ
る
の
が
私
の
社
員
教
育
の
基

本
で
す
が
、
社
員
に
言
葉
で
語
り
か
け
る
こ
と

も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
半
年
ご
と
に
全
社
員

を
集
め
て
、
周
南
バ
ル
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
理
念

と
目
標
に
つ
い
て
話
す
機
会
を
作
っ
て
い
ま

す
。

　
「
な
ぜ
今
ま
で
の
君
た
ち
の
会
社
は
つ
ぶ
れ

て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
」と
い
う
よ
う
な
こ
と
か

ら
話
し
始
め
る
の
で
す
。「
日
本
の
中
だ
け
の

競
争
を
考
え
て
い
た
ら
、
海
外
と
の
競
争
の
中

で
負
け
る
こ
と
が
あ
る
。
日
本
の
中
で
勝
っ
て

も
海
外
で
勝
た
な
け
れ
ば
会
社
は
続
か
な
い
ん

だ
。
で
も
、
周
南
バ
ル
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
コ
ス

ト
セ
ン
タ
ー
だ
か
ら
、
海
外
と
戦
え
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
君
た
ち
が
よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
君
た
ち
の
サ
ー

ビ
ス
が
よ
く
な
れ
ば
、
必
ず
そ
の
利
益
は
貯
め

な
い
で
、
荷
主
に
対
し
て
還
元
す
る
よ
う
に
す

る
。
そ
う
い
う
形
で
コ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
を
や
っ

た
ら
、
絶
対
に
負
け
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
会

社
は
絶
対
に
生
き
残
れ
る
会
社
な
の
だ
か
ら
、

み
ん
な
も
努
力
し
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、
世
界

で
勝
て
る
会
社
に
な
れ
ば
、
君
た
ち
の
給
料
も

上
が
る
。
給
料
も
コ
ス
ト
な
ん
だ
か
ら
、
コ
ス

ト
セ
ン
タ
ー
の
利
益
は
君
た
ち
に
も
還
元
さ
れ

る
」

　

だ
い
た
い
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
、
年
に
２
回

ぐ
ら
い
、
全
社
員
に
語
り
聞
か
せ
る
の
で
す
。

ま
た
そ
れ
と
は
別
に
、
３
カ
月
に
１
回
、
社

員
全
員
と
１
対
１
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
も
行
い
ま

す
。
そ
こ
で
は
、
設
備
の
問
題
か
ら
人
間
関
係

ま
で
、
何
で
も
い
い
か
ら
社
員
の
言
い
た
い
こ

と
に
耳
を
傾
け
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
社
員
教
育

も
、
外
部
に
お
願
い
す
る
の
で
は
な
く
、
私
が

直
接
や
っ
て
い
る
。
で
き
る
こ
と
は
何
で
も
自

前
な
の
で
す
。

石
炭
の
メ
リ
ッ
ト
は
低
価
格

蒸
気
を
使
え
ば
Ｃ
Ｏ
２
も
減
少

石炭火力の蒸気を民生用に活用すれば
CO2の低減に効果があり、
地元の活性化にも役立つ

周南バルクターミナルの施設を案内する河村社長

「ふるさと企業大賞」受賞企業

社長に聞く
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さ
て
、
私
が
な
ぜ
石
炭
に
こ
だ
わ
る
か
と
い

う
と
、
今
後
、
石
炭
の
需
要
は
大
き
く
伸
び
、

ベ
ー
ス
電
源
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
く
と
思
う

か
ら
で
す
。
東
日
本
大
震
災
後
に
原
子
力
発
電

が
ス
ト
ッ
プ
し
た
こ
と
も
あ
り
、
火
力
発
電
が

注
目
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
な
か
で
世

の
中
の
期
待
が
大
き
い
の
は
、
Ｃ
О
２
の
排
出

が
比
較
的
少
な
い
天
然
ガ
ス
の
よ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
石
炭
に
は
、
天
然
ガ
ス
に
な
い
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
価
格
が
安
く
安
定

し
て
い
る
こ
と
。
天
然
ガ
ス
は
主
に
石
油
の

出
る
場
所
で
採
掘
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
メ

ジ
ャ
ー
が
関
わ
っ
て
、
価
格
が
統
制
さ
れ
や
す

い
。
一
方
、
石
炭
は
産
地
が
世
界
各
地
に
分
散

し
て
い
て
、
価
格
が
統
制
さ
れ
に
く
く
、
安
定

し
て
い
る
の
で
す
。

　

ア
メ
リ
カ
の
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
が
安
い
と
言
わ

れ
ま
す
が
、
日
本
に
運
ぶ
た
め
に
は
普
通
の
天

然
ガ
ス
と
同
様
、
い
っ
た
ん
液
化
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
、
そ
の
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

コ
ス
ト
と
し
て
か
か
り
ま
す
。
ま
た
輸
送
船
も

保
管
タ
ン
ク
も
特
殊
な
設
備
で
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
果
た
し
て
石
炭
よ
り
も
安
く
な
る
か

ど
う
か
。
さ
ら
に
、
中
国
の
経
済
成
長
が
鈍
化

し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
近
年
、
石
炭
価
格

は
下
落
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
と
い
う
わ
け
で
、

コ
ス
ト
の
面
か
ら
見
る
と
、
石
炭
が
一
番
優
秀

な
の
で
す
。

　

石
炭
の
欠
点
と
し
て
、
地
球
温
暖
化
の
原
因

と
さ
れ
る
Ｃ
О
２
を
排
出
す
る
こ
と
を
挙
げ
る

方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
石
炭

は
使
い
方
を
工
夫
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
を
よ

く
す
れ
ば
、
Ｃ
О
２
の
排
出
を
少
な
く
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

例
え
ば
、
石
炭
で
発
電
を
す
る
と
、
電
力
と

同
時
に
蒸
気
が
出
ま
す
。
普
通
は
こ
れ
を
海
水

で
冷
却
し
て
海
に
放
出
し
て
い
る
の
で
す
が
、

蒸
気
を
上
手
く
使
え
ば
、
電
力
だ
け
だ
と
30
～

40
％
ぐ
ら
い
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
率
を
70
％

ぐ
ら
い
ま
で
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
う

す
れ
ば
、
Ｃ
О
２
の
排
出
が
相
対
的
に
少
な
く

な
る
。
も
と
も
と
そ
れ
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
化

学
工
場
の
知
恵
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
に
則
っ

て
、
ト
ク
ヤ
マ
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
合
理
的
な
使

い
方
を
し
て
き
ま
し
た
。
発
電
し
て
電
気
と
蒸

気
の
両
方
を
使
う
と
い
う
発
想
は
化
学
工
場
で

は
昔
か
ら
あ
る
知
恵
な
の
で
す
。

発
電
所
の
蒸
気
を
使
い

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
を
造
る

　

私
が
考
え
て
い
る
の
は
、
こ
の
化
学
工
場
の

知
恵
を
民
生
用
に
も
活
用
で
き
な
い
か
、
と
い

う
こ
と
で
す
。
蒸
気
が
あ
れ
ば
暖
房
や
給
湯
が

で
き
ま
す
し
、
今
は
冷
房
に
使
う
技
術
も
あ
り

ま
す
。
問
題
は
、
日
本
で
は
一
般
に
発
電
所
が

居
住
地
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
こ
と
で

す
。
電
気
は
電
線
で
運
べ
ま
す
が
、
蒸
気
は
放

熱
し
て
し
ま
う
の
で
、
長
距
離
を
運
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

　

と
こ
ろ
が
、
周
南
市
は
徳
山
駅
を
は
さ
ん

で
、
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
と
居
住
地
区
が
隣
接
し
て

い
る
の
で
す
。
線
路
を
ま
た
ぐ
だ
け
で
蒸
気
を

居
住
地
区
に
運
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
、

発
電
所
の
蒸
気
を
使
う
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
を

造
っ
た
ら
ど
う
か
と
思
う
の
で
す
。
電
気
代
と

ガ
ス
代
が
格
段
に
安
く
な
る
は
ず
で
す
。
安
い

石
炭
を
使
っ
て
、
Ｃ
О
２
を
あ
ま
り
出
さ
な
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
高
い
使
い
方
を
し
、
そ
し

て
地
域
の
福
祉
に
も
貢
献
す
る
。
そ
う
い
う
特

区
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。
周
南
市
と
一
緒
に
取

り
組
む
共
同
火
力
発
電
所
が
あ
っ
て
も
い
い
。

そ
ん
な
夢
を
周
南
市
に
話
し
て
み
た
と
こ
ろ
、

幸
い
共
鳴
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

周
南
市
の
人
口
は
減
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ピ
ー
ク
時
に
は
16
万
7
０
０
０
人
ぐ
ら
い
だ
っ

た
の
が
、
今
は
15
万
人
を
切
っ
て
い
ま
す
。
昔

は
飲
食
店
が
軒
を
連
ね
て
い
た
中
心
街
も
、
寂

し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
企

石炭火力の蒸気を民生用に活用すれば
CO2の低減に効果があり、
地元の活性化にも役立つ

周南コンビナート
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概要

名称	 周南バルクターミナル株式会社
設立	 2008（平成20）年
従事者数	 40名
事業内容	 輸入石炭の中継備蓄基地の運営
所在地	� 〒745－0024 

山口県周南市晴海町8番
	 TEL.0834－34－2031　
	 FAX.0834－33－3576
ホームページ	 http://www.shunanbulk.jp/

沿革

2008（平成20）年… …… �徳山下松港が「臨海部産業エリア形
成促進港」に指定される

2008（平成20）年… …… �周南バルクターミナル株式会社を設立
2010（平成22）年… …… �第1期整備完了。部分的に操業を開始
2011（平成23）年… …… �徳山下松港が「国際バルク戦略港湾」

に選定される
2012（平成24）年… …… 第2期整備完了。本格操業を開始
2013（平成25）年… …… ふるさと企業大賞を受賞

業
の
中
に
は
、
将
来
、
撤
退
や
縮
小
を
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
周
南
市
を

石
炭
の
力
で
活
性
化
で
き
た
ら
、
ど
ん
な
に
す

ば
ら
し
い
で
し
ょ
う
か
。
周
南
バ
ル
ク
タ
ー
ミ

ナ
ル
が
東
ア
ジ
ア
の
中
心
的
な
バ
ル
ク
タ
ー
ミ

ナ
ル
の
ひ
と
つ
に
な
る
。
そ
こ
に
荷
揚
げ
さ
れ

る
石
炭
を
使
っ
て
発
電
し
、
そ
の
蒸
気
を
民
生

用
に
も
使
用
し
て
住
み
よ
い
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

を
造
る
。
そ
し
て
、
周
南
バ
ル
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル

の
社
員
も
増
え
て
、
独
身
で
入
社
し
た
社
員
は

結
婚
し
て
子
ど
も
を
作
り
、
こ
の
周
南
市
に
家

を
造
っ
て
住
み
つ
く
。
そ
う
な
っ
て
い
く
こ
と

が
、
私
の
夢
で
す
。
で
す
か
ら
、
こ
の
ほ
ど「
ふ

る
さ
と
大
賞
」
を
受
賞
し
た
の
は
、
私
の
夢
の

実
現
へ
の
努
力
を
認
め
て
い
た
だ
い
た
よ
う

で
、
大
変
う
れ
し
い
の
で
す
。

　

私
の
故
郷
は
周
南
市
の
山
間
部
で
、
大
変
な

過
疎
地
で
す
。
実
は
、
定
年
退
職
し
た
ら
、
故

郷
に
帰
っ
て
薬
草
園
を
開
き
、
山
間
部
の
再
生

に
携
わ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
。
と
こ
ろ

が
、
周
南
バ
ル
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
関
わ
っ
た

ば
か
り
に
、
い
つ
の
ま
に
か
68
歳
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
薬
草
園
で
の
故
郷
の
再
生
は
で
き
な

か
っ
た
け
れ
ど
も
、
石
炭
で
そ
れ
が
で
き
れ
ば

同
じ
こ
と
で
す
。
い
や
、
こ
ち
ら
の
ほ
う
が
効

果
は
大
き
い
か
も
し
れ
な
い
。
石
炭
に
よ
っ
て

周
南
市
が
活
性
化
し
、
ひ
い
て
は
日
本
の
経
済

の
再
生
に
も
貢
献
す
る
。

　

こ
れ
は
簡
単
に
は
達
成
で
き
な
い
か
も
し

れ
な
い
け
れ
ど
も
、
流
れ
さ
え
作
っ
て
し
ま
え

ば
、
５
年
後
、
あ
る
い
は
10
年
後
に
は
実
現
で

き
る
夢
で
す
。

居住地との共存を可能にする 
粉塵と雨水への万全の環境対策
環境対策として最も気を使うことは、石炭の粉塵の飛散と
石炭の上に降った雨水の海への流出だ。粉塵対策として
は、貯炭場を高さ15mのフェンスで覆い、石炭の山の高さ
をそれ以下に抑えている。また雨水対策としては、石炭の上
に降った雨水を敷地内に溜め込む仕組みにしている。貯炭
場の周囲はすべて50cm高くなっているので、豪雨のとき
にも雨水がオーバーフローすることはない。このような環境
対策が、地域の住民や漁業者との共存を可能にしている。

石
炭
の
山
を
囲
む
高
さ
15
ｍ
の
フ
ェ
ン
ス

周南バルクターミナル株式会社

9万t 級のパナマックス船が入港できる埠頭
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竹
害
対
策
が
課
題
の

宮
津
市
か
ら
紹
介
を
受
け
る

　

子
供
が
か
か
る
代
表
的
な
感
染
症
の
ひ
と
つ

に
手
足
口
病
が
あ
る
。
日
本
で
も
最
近
流
行
が

目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
が
、
こ
の
病
気
の
ウ
イ

ル
ス
は
従
来
の
ア
ル
コ
ー
ル
製
消
毒
剤
で
は
抑

え
る
の
が
難
し
い
。

　

大
阪
に
本
社
が
あ
る
株
式
会
社
タ
ケ
ッ
ク

ス
・
ラ
ボ
は
、
手
足
口
病
の
ウ
イ
ル
ス
に
効
果

を
発
揮
す
る
抗
菌
剤
を
開
発
す
る
こ
と
に
成

功
し
た
。
竹
か
ら
抽
出
し
た
有
効
成
分
の
エ

キ
ス
を
配
合
し
て
い
る
の
が
大
き
な
特
長
で
、

「
キ
ッ
ズ
ガ
ー
ド
」
の
商
品
名
で
国
内
の
み
な

ら
ず
ア
ジ
ア
各
国
で
積
極
的
に
販
売
攻
勢
を
か

け
て
い
る
。

　

Ｒ
＆
Ｄ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
部
長
を
務
め
る

土
屋
卓
見
氏
は
、
会
社
と
竹
と
の
関
係
を
次
の

よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
当
社
を
２
０
０
２
年
に
起
業
し
た
岡
田
久

幸
社
長
は
、
父
親
が
竹
職
人
で
し
た
。
竹
職
人

に
水
虫
が
な
か
っ
た
り
、
竹
の
表
面
が
傷
つ
く

と
黴
び
て
し
ま
う
の
を
見
て
い
た
社
長
は
、
表

面
に
あ
る
な
に
か
が
働
い
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
後
Ｏ
１
５
７
や

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
患
者
が
多
く
発
生
し
て
問
題

に
な
っ
た
と
き
に
は
、
大
学
と
の
共
同
研
究
で

有
効
性
を
検
証
し
、
竹
の
表
皮
成
分
が
ウ
イ
ル

ス
を
抑
え
る
と
い
う
結
果
が
出
て
話
題
に
な
り

ま
し
た
」

　

現
在
主
力
商
品
の
ひ
と
つ
で
あ
る「
タ
ケ
ッ

ク
ス
ク
リ
ー
ン
Ｂ
ｉ
ｚ
」は
こ
の
ウ
イ
ル
ス
抑

制
効
果
を
生
か
し
た
も
の
で
、
調
理
器
具
や
人

の
手
が
触
れ
や
す
い
場
所
に
噴
霧
し
て
食
中
毒

を
防
ぐ
の
に
使
わ
れ
て
い
る
。

　

タ
ケ
ッ
ク
ス
・
ラ
ボ
と
ふ
る
さ
と
財
団
と

の
仲
介
役
と
な
っ
た
の
は
、
京
都
府
の
宮
津
市

だ
。
こ
こ
に
は
タ
ケ
ッ
ク
ス
・
ラ
ボ
が
開
発
拠

点「
Ｒ
＆
Ｄ
セ
ン
タ
ー
」を
置
い
て
い
る
。

　

宮
津
市
は
面
積
の
約
80
％
が
森
林
で
、
そ
の

う
ち
約
4
・
6
％
に
あ
た
る
６
１
７
ヘ
ク
タ
ー

ル
は
竹
林
だ
。
こ
れ
は
京
都
府
全
体
に
あ
る

竹
林
の
ほ
ぼ
10
％
に
あ
た
る
。
竹
は
成
長
が
早

く
、
竹
林
を
放
置
す
る
と
密
集
し
て
根
を
張
り

地
滑
り
を
起
こ
し
や
す
く
な
る
。
ほ
か
の
樹
木

を
駆
逐
し
、
そ
こ
で
有
害
鳥
獣
が
増
え
る
原
因

に
も
な
る
。
台
風
で
竹
が
倒
れ
た
ま
ま
荒
れ
果

て
て
放
置
竹
林
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
例
も
あ

り
、
市
で
は
こ
う
し
た「
竹
害
」
に
悩
ん
で
い

た
。

配
合
を
工
夫
し
て

ウ
イ
ル
ス
除
去
に
成
功

　

竹
は
使
い
方
し
だ
い
で
有
用
な
資
源
に
な
る

が
、
管
理
が
行
き
届
か
な
い
と
逆
に
嫌
わ
れ
者

に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
タ
ケ
ッ
ク
ス
・
ラ

ボ
は
２
０
１
２
年
に
、
宮
津
市
の
竹
を
活
用
し

た
キ
ッ
ズ
ガ
ー
ド
の
開
発
に
着
手
し
た
。

　

手
足
口
病
を
起
こ
す
コ
ク
サ
ッ
キ
ー
ウ
イ
ル

ス
は
、
そ
の
構
造
か
ら
他
の
感
染
症
と
同
様
に

竹
の
抗
菌
作
用
が
働
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
た
。

そ
こ
で
モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク
の
表
皮
で
作
っ
た
粉
か

竹に含まれる成分を抽出した
抗菌剤を開発し国内外に販売
手足口病感染予防用抗ウイルス剤

地域における新産業の育成と雇用の拡
大のため、新技術開発補助金および地
域資源開発補助金を交付し、地域産業
を支援しています。

新技術・地域資源
開発補助事業

補助事業で誕生した抗菌剤
「キッズガード」

株式会社タケックス・ラボ
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質
や
変
色
が
起
き
な
い
こ
と
を
耐
性
試
験
で
確

か
め
た
り
、
コ
ス
ト
を
抑
え
て
求
め
や
す
い
価

格
に
落
と
し
込
む
必
要
が
あ
り
ま
し
た
」

　

こ
れ
ら
の
条
件
を
ク
リ
ア
し
て
２
０
１
３
年

７
月
に
国
内
で
の
製
造
が
許
可
さ
れ
た
の
を
受

け
て「
キ
ッ
ズ
ガ
ー
ド
」
が
発
売
さ
れ
た
。
大

小
の
ス
プ
レ
ー
式
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
詰
め
替
え

用
缶
の
形
態
で
提
供
さ
れ
て
お
り
、
５
０
０
ミ

リ
リ
ッ
ト
ル
の
ス
プ
レ
ー
タ
イ
プ
で
価
格
は

１
４
０
４
円（
税
込
）。
効
果
は
使
用
後
１
カ
月

か
ら
２
カ
月
間
継
続
す
る
と
い
う
。

台
湾
で
販
売
を
開
始

ア
ジ
ア
各
国
に
売
り
込
み

　

東
南
ア
ジ
ア
で
は
た
び
た
び
手
足
口
病
が

流
行
し
、
患
者
数
は
日
本
よ
り
も
は
る
か
に
多

い
。
時
に
は
重
篤
に
な
っ
て
死
亡
す
る
例
も
あ

る
。
キ
ッ
ズ
ガ
ー
ド
は
、
よ
り
大
き
な
需
要
が

あ
る
こ
う
し
た
海
外
市
場
を
開
拓
す
る
先
兵
と

し
て
企
画
し
た
商
品
で
も
あ
る
。

　

タ
ケ
ッ
ク
ス
・
ラ
ボ
の
衛
生
用
品
は
、
抗
菌

剤
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
野
菜
や
魚
介
類
を
始

め
と
す
る
食
品
の
鮮
度
を
延
ば
す
保
存
剤
に
も

な
る
。
そ
こ
で
キ
ッ
ズ
ガ
ー
ド
の
開
発
と
並
行

し
て
、
衛
生
用
品
の
商
品
群
を
ア
ジ
ア
向
け
に

売
り
込
む
活
動
を
開
始
し
た
。

　

ま
ず
台
湾
で
２
０
１
２
年
10
月
か
ら
12
月

に
か
け
て
、
主
に
地
元
の
バ
イ
ヤ
ー
に
商
品
説

明
を
行
っ
た
。
12
月
に
は
香
港
で
開
か
れ
た
展

示
会「
世
界
中
小
企
業
エ
キ
ス
ポ
」に
出
展
し
、

複
数
の
企
業
と
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
っ

た
。
そ
の
後
タ
イ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ
レ
ー

シ
ア
、
韓
国
の
各
国
も
訪
れ
た
。

　
「
日
本
で
は
店
か
ら
食
中
毒
を
出
し
た
ら
、

営
業
停
止
と
な
り
、
評
判
も
落
ち
て
大
問
題
に

な
り
ま
す
。
特
に
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
は
百
人

単
位
で
患
者
が
出
て
し
ま
う
の
で
、
経
営
上
衛

生
面
に
は
敏
感
に
な
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
と

こ
ろ
が
ア
ジ
ア
の
多
く
の
国
の
食
品
業
界
や

飲
食
業
界
は
そ
こ
ま
で
敏
感
で
な
く
、
キ
ッ
ズ

ガ
ー
ド
の
よ
う
な
製
品
は
市
場
が
ま
だ
形
成
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
衛
生
面
に
も
お
金

を
か
け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
理
解
し
て
も
ら
う

た
め
の
活
動
も
合
わ
せ
て
続
け
て
い
ま
す
」

　

台
湾
で
は
、
商
談
が
実
を
結
ん
で
２
０
１
３

年
夏
に
キ
ッ
ズ
ガ
ー
ド
の
販
売
を
開
始
し
た
。

食
品
工
場
や
飲
食
店
な
ど
の
現
場
に
入
り
込
ん

で
い
る
バ
イ
ヤ
ー
が
中
心
で
、
ホ
テ
ル
な
ど
も

興
味
を
示
し
て
い
る
。

ら
抽
出
し
た
エ
キ
ス
を
配
合
し
た
サ
ン
プ
ル
を

作
成
し
、
試
験
設
備
を
持
つ
北
里
環
境
科
学
セ

ン
タ
ー
に
委
託
し
て
有
効
性
を
確
か
め
た
。

　

だ
が
１
回
目
の
試
験
で
は
ウ
イ
ル
ス
が
減
少

せ
ず
、
効
果
な
し
と
い
う
結
果
に
終
わ
っ
た
。

そ
こ
で
抽
出
エ
キ
ス
の
割
合
を
増
や
し
、
ア
ル

コ
ー
ル
の
濃
度
を
高
め
る
な
ど
配
合
比
率
を
改

め
た
。
ま
た
竹
の
抽
出
物
は
酸
性
の
環
境
の
下

で
よ
り
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
か
ら
、
有
機
酸

を
加
え
た
数
種
類
の
サ
ン
プ
ル
を
新
た
に
用
意

し
て
北
里
環
境
科
学
セ
ン
タ
ー
に
送
っ
た
。

　

２
回
目
の
試
験
で
は
、
前
回
と
は
異
な
り

は
っ
き
り
し
た
ウ
イ
ル
ス
抑
制
効
果
が
得
ら
れ

た
。
さ
ら
に
同
じ
配
合
が
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
も

効
く
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
「
商
品
化
に
あ
た
っ
て
は
、
幼
児
が
い
る
場

所
で
頻
繁
に
使
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
有

機
酸
の
中
で
も
特
に
安
全
な
ク
エ
ン
酸
を
採
用

し
ま
し
た
。
ま
た
長
期
間
置
い
て
お
く
間
に
変

モウソウチクの表皮から抽出したエキスで
O157やノロウイルスに効果を発揮

海外進出をめざして新商品を開発した

竹の抗菌効果を活用したタケックス・ラボの製品群

「キッズガード」の開発販売
責任者となった土屋卓見R
＆Dコンサルティング部長
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た
。
キ
ッ
ズ
ガ
ー
ド
に
つ
い
て
は
宮
津
市
の
竹

の
み
を
原
料
と
し
て
い
る
。

　
「
宮
津
市
の
方
た
ち
と
は
毎
週
の
よ
う
に
電

話
し
、
定
期
的
に
お
会
い
し
て
い
ま
す
が
、
タ

ケ
ッ
ク
ス
を
成
功
さ
せ
よ
う
と
い
う
思
い
が
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。
私
た
ち
も
市
が
進
め
て
い
る

竹
の
活
用
を
実
現
さ
せ
る
力
に
な
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
」

　

宮
津
市
で
は
竹
チ
ッ
プ
や
竹
粉
の
原
料
と
し

て
、
ま
た
ス
ト
ー
ブ
や
ボ
イ
ラ
ー
の
燃
料
、
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
な
ど
の
燃
料
と
し
て
竹
を
幅
広

く
有
効
活
用
す
る
取
り
組
み
を
続
け
て
い
る
。

タ
ケ
ッ
ク
ス
・
ラ
ボ
で
は
竹
を
繊
維
に
分
解

し
て
か
ら
圧
縮
加
工
し
て
販
売
し
て
い
る
。
フ

ロ
ー
リ
ン
グ
の
床
材
と
い
っ
た
建
築
材
料
や
、

テ
ー
ブ
ル
や
椅
子
な
ど
の
家
具
類
を
竹
か
ら
作

る
こ
と
も
で
き
る
。

　

竹
に
は
こ
の
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
利
用
価

値
が
あ
る
の
だ
。

　
「
竹
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
利
用
す
る
た
め
に

始
め
た
会
社
で
す
か
ら
、
竹
の
付
加
価
値
を
高

め
て
市
場
に
出
す
こ
と
を
常
に
考
え
て
い
ま

す
。
特
に
キ
ッ
ズ
ガ
ー
ド
は
大
き
な
柱
に
育
つ

商
品
と
し
て
期
待
し
て
い
ま
す
」

　

今
は
キ
ッ
ズ
ガ
ー
ド
を
含
め
た
商
品
群
の
製

造
を
外
部
委
託
し
て
い
る
が
、
需
要
が
さ
ら
に

高
ま
り
、
製
剤
工
場
を
造
っ
て
生
産
量
を
拡
大

す
る
こ
と
が
次
の
目
標
だ
。

　

も
ち
ろ
ん
ア
ジ
ア
の
国
々
の
方
が
本
来
は
よ

り
衛
生
管
理
が
必
要
で
、
日
本
で
は
ま
だ
流
行

し
て
い
な
い
ウ
イ
ル
ス
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。
市
場
開
拓
が
進
め
ば
、
そ
の
国
の
事
情
に

合
わ
せ
た
新
製
品
を
開
発
し
て
投
入
す
る
と
こ

ろ
ま
で
ビ
ジ
ネ
ス
が
発
展
す
る
可
能
性
も
あ

る
。

　

タ
ー
ゲ
ッ
ト
ユ
ー
ザ
ー
は
幼
稚
園
、
保
育

園
、
幼
児
教
室
や
高
齢
者
の
医
療
介
護
施
設
な

ど
を
想
定
し
て
い
る
。
バ
イ
ヤ
ー
を
通
じ
た
業

務
用
の
ル
ー
ト
開
拓
中
だ
け
で
な
く
、
一
般
消

費
者
向
け
に
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
、
カ
ラ

フ
ル
な
容
器
の
商
品
も
用
意
し
て
い
る
。

株式会社タケックス・ラボ
本社所在地……大阪府吹田市江坂町1-13-48
R&Dセンター…京都府宮津市岩ケ鼻20-5
代表者名………代表取締役社長 岡田久幸
竹を原料とした抗菌剤、食品添加物、医薬品・医薬部外品、
建築資材などの研究開発及び販売

支
援
を
受
け
ら
れ
た
こ
と
が

一
歩
踏
み
出
す
力
に
な
っ
た

　

ふ
る
さ
と
財
団
の
地
域
資
源
開
発
補
助
金

は
、
キ
ッ
ズ
ガ
ー
ド
の
研
究
開
発
と
海
外
展
開

の
両
方
に
活
用
さ
れ
た
。

　
「
ふ
る
さ
と
財
団
の
話
が
な
け
れ
ば
、
キ
ッ

ズ
ガ
ー
ド
の
開
発
に
着
手
し
て
い
た
ど
う
か
も

わ
か
り
ま
せ
ん
。
企
業
は
新
た
な
こ
と
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
く
て
も
、
失
敗
を
お
そ
れ
て
躊
躇

し
が
ち
で
す
が
、
サ
ポ
ー
ト
が
得
ら
れ
た
の
で

勇
気
を
出
し
て
一
歩
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
し
く
み
が
活
用
で
き

れ
ば
あ
り
が
た
い
し
、
感
謝
し
て
い
ま
す
」

　

補
助
金
は
宮
津
市
に
交
付
さ
れ
、
宮
津
市
が

タ
ケ
ッ
ク
ス
・
ラ
ボ
を
事
業
者
と
し
て
認
定
し

竹
の
付
加
価
値
を
高
め
て
活
用
す
る
こ
と
で
、「
竹
害
」を
減
ら
す

「竹茶」は竹エキス入りで、二日酔いや口臭を抑えるという効果があるという。

モウソウチク抽出物製剤の試作

大阪府吹田市にあるタケックス・ラボ本社のエントランス
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「新・地域再生マネージャー事業」の紹介

事
業
全
体
概
要

【
自
治
体
概
要
】

小
林
市
は
南
九
州
の
中
央
部
、
宮
崎
県
の
南
西
部
に
位
置

し
、
北
は
熊
本
県
、
南
は
鹿
児
島
県
と
接
し
て
い
る
人
口
約

4‌

7
，
0
0
0
人
の
ま
ち
で
あ
る
。
北
部
に
は
九
州
山
地
の

山
岳
が
連
な
り
、
清
ら
か
な
渓
流
美
を
誇
る
河
川
と
そ
の
流

域
に
は
優
良
農
地
が
広
が
っ
て
い
る
。

農
業
を
中
心
に
発

展
し
、
日
本
一
と
評

価
も
高
い
肉
用
牛
な

ど
の
畜
産
の
ほ
か
、

米
・
野
菜
な
ど
を
生

産
し
、
南
九
州
の
食

糧
供
給
基
地
と
し
て

の
役
割
を
担
っ
て
い

る
。

【
事
業
の
背
景
】

小
林
市
の
人
口
は
、

平
成
22
年
の
国
勢
調

査
で
は
、
前
回
調
査

か
ら
約
1
，
6
0
0
人
減
少
し
て
お
り
、
平
成
52
年
の
将
来

人
口
は
、
約
3‌

5
，
0
0
0
人
に
な
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。

人
口
減
少
は
市
民
生
活
の
活
力
や
地
域
経
済
力
に
大
き
な

ダ
メ
ー
ジ
を
及
ぼ
す
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
に

歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、
小
林
市
で
は「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
戦

略
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」、「
移
住
・
交
流
人
口
の
増
加
へ
向

け
た
取
組
」、「
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
の
推
進
」
を
掲
げ
た「
ふ

る
さ
と
こ
ば
や
し
定
住
促
進
ビ
ジ
ョ
ン
」を
策
定
し
た
。

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
推
進
す
る
上
で
の
主
な
問
題
点
は
以
下

の
と
お
り
で
あ
る
。

①
小
林
市
の
認
知
度
が
極
め
て
低
い
。

②
農
林
水
産
物
等
の
6
次
産
業
化
が
進
ん
で
い
な
い
。

③
地
域
活
性
化
の
取
組
に
お
い
て
、
女
性
や
若
者
の
視
点
が

活
か
し
き
れ
て
い
な
い
。

④
課
題
解
決
を
図
る
地
域
の
担
い
手
や
ノ
ウ
ハ
ウ
等
が
不
足

し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
対
応
策
と
し
て
、
平
成
25
年
度
か
ら
総
務
省
の

「
地
域
力
創
造
の
た
め
の
起
業
者
定
住
促
進
モ
デ
ル
事
業
」

を
活
用
し
、
外
部
専
門
家
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
支
援
の

も
と
、
６
次
産
業
化
の
推
進
や
女
性
の
活
力
導
入
へ
の
素
地

づ
く
り
等
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
の
主
要
な
取
組
の
一
つ

に
、「
チ
ョ
ウ
ザ
メ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
」が
挙
げ
ら
れ
る
。

【
事
業
概
要
】

　

小
林
市
は
、
市
内
に
75
箇
所
も
の
湧
水
地
が
あ
り
、
名
水

の
ま
ち
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
豊
富
な
名
水

を
活
用
し
、
約
30
年
前
か
ら
チ
ョ
ウ
ザ
メ
研
究
に
取
り
組

み
、
日
本
で
初
め
て
シ
ロ
チ
ョ
ウ
ザ
メ
の
完
全
養
殖
や
稚
魚

の
量
産
に
成
功
し
、
育
成
尾
数
は
日
本
一
で
あ
る
。
こ
う
し

た
長
年
の
関
わ
り
を
有
す
る
チ
ョ
ウ
ザ
メ
を
地
域
再
生
に
活

か
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

前
述
①
～
④
の
中
で
も
、
と
り
わ
け「
①
認
知
度
の
低
さ
」

は
大
き
な
課
題
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
市
に
ゆ

か
り
が
深
く
、
他
の
地
域
で
は
見
ら
れ
な
い
特
異
な
資
源
で

あ
る
チ
ョ
ウ
ザ
メ
を
核
と
し
て
認
知
度
向
上
に
取
り
組
む
こ

と
と
し
た
。

　

チ
ョ
ウ
ザ
メ
の
認
知
度
向
上
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

「
チ
ョ
ウ
ザ
メ

と
い
え
ば
小
林

市
」
の
地
位
を

確
固
た
る
も
の

と
し
、
合
わ
せ

て
他
の
魅
力
的

な
小
林
産
品
の

認
知
度
を
向
上

さ
せ
る
こ
と

で
、「
行
っ
て

み
た
い
、
住
ん

で
み
た
い
小
林

市
」
を
作
り
上

げ
て
い
く
こ
と

を
目
指
す
も
の

で
あ
る
。

シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
推
進
事
業

〜
チ
ョ
ウ
ザ
メ
を
核
と
し
た

　
小
林
市
の
認
知
度
ア
ッ
プ
に
よ
る
移
住
・
交
流
人
口
の
増
加

　
ふ
る
さ
と
財
団
で
は
総
務
省
と
連
携
し
、「
新
・
地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
事
業
」
を
通
じ
て
、
様
々
な
か
た
ち
で
全
国
各
地

の
地
域
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
持
続
可
能
な
仕
組
み
・
体
制
づ
く
り
と
ビ
ジ
ネ
ス
を
拡
大
す
る
取
り
組
み
を

行
う
た
め
外
部
人
材
を
活
用
す
る
市
町
村
に
対
し
、
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る「
助
成
事
業
」の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。 

チョウザメ

須木小学校チョウザメプール
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取
組
み
内
容

①
小
林
チ
ョ
ウ
ザ
メ
の
認
知
度
ア
ッ
プ

・
市
民
及
び
地
域
外
へ
の
浸
透
を
図
る
た
め
、
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
の
作
成
や
広
報
誌
に
特
集
記
事
を
掲
載
。
各
種
イ
ベ
ン

ト
で
の
チ
ョ
ウ
ザ
メ
ブ
ー
ス
出
展
や
グ
ル
メ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
行
っ
た
。

・
市
内
の
全
小
中
学
校
長
が
チ
ョ
ウ
ザ
メ
P‌

R
バ
ッ
ジ
を
着

用
。
学
校
給
食
で
は
チ
ョ
ウ
ザ
メ
料
理
の
開
発
・
提
供
が

行
わ
れ
、
チ
ョ
ウ
ザ
メ
学
習
教
材
作
成
や
水
槽
の
設
置
も

検
討
さ
れ
て
お
り
、
学
校
教
育
の
中
で
積
極
的
に
取
り
上

げ
て
い
る
。

・
小
林
秀
峰
高
等
学
校
と
の
共
同
に
よ
る
チ
ョ
ウ
ザ
メ
加
工

食
品（
冷
汁
）の
開
発
や
、
小
林
高
等
学
校
放
送
部
が
チ
ョ

ウ
ザ
メ
を
題
材
に
し
た
ビ
デ
オ
を
作
成
し
全
国
高
校
文
化

祭
県
大
会
で
発
表
す
る
等
、
地
元
高
等
学
校
と
の
連
携
を

図
っ
て
い
る
。

・
平
成
26
年
２
月
に
販
売

を
開
始
し
た「
小
林
チ
ョ

ウ
ザ
メ
に
ぎ
り
膳
」が
同

年
８
月
に
５
，
０
０
０
食

を
達
成
し
た
。

・
毎
月
９
日
は「
チ
ョ
ウ

ザ
メ
の
日
」
と
し
て
、
観

光
資
源
・
観
光
施
設
と

タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
チ
ョ
ウ

ザ
メ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を

開
催
し
、
他
イ
ベ
ン
ト
を

通
じ
て
チ
ョ
ウ
ザ
メ
に

関
す
る
認
知
度
向
上
の

指
標
を
集
め
て
い
る
。

・
平
成
26
年
10
月
に
東
京
霞
マ
ル
シ
ェ
に
出
展
し
、
周
知
活
動

と
マ
ー
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
た
。

・
A
N
A
総
合
研
究
所
と「
地
域
活
性
化
の
た
め
の
地
域
協
働

連
携
協
定
」を
結
び
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
、
同
研
究
所
の
W
e
b
サ
イ
ト
か
ら
情
報
発
信
を
行
っ
て

い
る
。

②
小
林
市
の
認
知
度
ア
ッ
プ

・
市
内
10
店
舗
の
中
か
ら
３
店
舗
を
選
ん
で
、
好
み
の
ス
イ
ー

ツ
＆
フ
ル
ー
ツ
を
５
０
０
円
で
楽
し
め
る「
第
１
回
こ
ば
や

し
ス
イ
ー
ツ
＆
フ
ル
ー
ツ
め
ぐ
り
」を
平
成
26
年
12
月
１
日

か
ら
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
開
催
。
市
の
広
報
媒
体
に

お
い
て
も
積
極
的
に
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
。

③
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
の
推
進

・「
何
を
セ
ー
ル
ス
す
る
の
か
」「
ど
う
い
う
セ
ー
ル
ス
を
す

る
の
か
」「
ど
う
い
う
体
制
が
必
要
か
」と
い
っ
た
基
礎
固

め
を
行
い
、
こ
れ
ら
を
ま
と
め
た「
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
プ
ラ

ン
」の
策
定
を
行
う
。

地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
活
躍

温
暖
な
気
候
と
豊
富
な
湧
水
で
育
つ
チ
ョ
ウ
ザ
メ
の
強

み
、
小
林
市
と
チ
ョ
ウ
ザ
メ
の
ゆ
か
り
、
さ
ら
に
生
産
者
へ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
苦
労
話
な
ど
を
整
理
し
、
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
に
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
た
。
よ
そ
者
目
線
か
ら
の

ア
プ
ロ
ー
チ
で
市
民
の
理
解
を
深
め
て
い
る
。

ま
た
、
豊
か
な
自
然
、
四
季
折
々
の
豊
富
な
フ
ル
ー
ツ
な

ど
見
過
ご
さ
れ
て
い
た
小
林
市
の
魅
力
を
積
極
的
に
外
部
に

発
信
す
る
だ
け
で
な
く
、
マ
ル
シ
ェ
で
の
物
産
販
売
の
品
目

選
定
等
に
女
性
の
視
点
を
取
り
入
れ
ス
イ
ー
ツ
＆
フ
ル
ー
ツ

め
ぐ
り
の
企
画
に
も
つ
な
が
っ
た
。

さ
ら
に
は
チ
ョ
ウ
ザ
メ
料
理
と
市
内
の
観
光
施
設
を
絡
め

た
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
行
う
こ
と
で
、県
外
か
ら
の
来
訪
者
に

も
認
知
を
図
る
等
成
功
体
験
を
積
み
重
ね
、
観
光
協
会
や
観

光
施
設
、
観
光
農
園
等
と
信
頼
関
係
を
築
き
、
地
域
と
密
着

し
て
的
確
な
ア
ド
バ

イ
ス
・
支
援
を
行
う

こ
と
で
学
校
教
育
関

係
者
や
観
光
協
会
、
生

産
者
等
各
団
体
と
の

緊
密
な
連
携
体
制
も

築
か
れ
、
事
業
が
円
滑

に
進
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
地
域

の
活
動
が
活
性
化
し
、

チ
ョ
ウ
ザ
メ
・
小
林
市

の
認
知
度
向
上
へ
の

期
待
が
よ
り
高
ま
っ

て
き
て
い
る
。

霞マルシェに出展

チョウザメにぎり膳

小林秀峰高校とチョウザメ加工食品を共同開発
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1
　
千
葉
県
睦
沢
町

睦
沢
町
は
千
葉
県
の
中
央
部
よ
り
や
や
南
に
あ
っ
て
、町
の

中
心
部
を
瑞
沢
川
、
長
楽
寺
川
、
埴
生
川
の
３
本
の
河
川
が

流
れ
、
肥
沃
な
農
地
が
展
開
し
、
地
下
に
は
豊
富
な
天
然
ガ

ス
が
埋
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
ま
ち
な
か
再
生
事
業
の
対
象
区
域
で
あ
る
上
市
場

地
区
は
、
い
す
み
市
か
ら
茂
原
市
ま
で
を
つ
な
ぐ
県
道
85
号

の
沿
道
に
あ
り
、
町
役
場
や
小
学
校
、
駐
在
所
、
郵
便
局
、
農

協
な
ど
が
置
か
れ
、
長
ら
く
人
々
の
生
活
の
中
心
地
で
あ
り

ま
し
た
。

町
の
人
口
は
平
成
7
年（
１
９
９
５
）の
国
勢
調
査
を
ピ
ー

ク
に
減
少
し
て
お
り
、
平
成
22
年（
２
０
１
０
）
に
は
、
町

の
第
２
次
総
合
計
画
基
本
構
想
内
で
定
め
た
目
標
人
口
の

７
４
０
０
人
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
化
率
も
過
去
25
年

間
で
２
倍
に
増
加
し
て
お
り
、
今
後
は
そ
の
傾
向
が
更
に
強

ま
る
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
平
成
16
年
に
開
店
し
た「
睦
沢
マ
ー
ケ
ッ
ト
プ
レ

イ
ス
」
は
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
と
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

併
設
し
た
郊
外
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
、
道
の
駅

「
つ
ど
い
の
郷　

む
つ
ざ
わ
」に
隣
接
し
て
お
り
、
町
の
新
し

い
商
業
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。
対
し
て
上
市
場
は
店
舗
の

撤
退
が
続
き
、
活
力
が
低
下
し
て
い
ま
す
。

事
業
概
要

睦
沢
町
で
は
、
昨
年
度「
地
域
再
生
・
健
幸
の
ま
ち
づ
く

り
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
そ
の
計
画
は
、
①
人
の
移
動

の
目
的
と
な
る
よ
う
、
拠
点
へ
の
施
設
集
積
を
進
め
る　

②

自
動
車
が
な
く
て
も
便
利
に
生
活
で
き
る
環
境
の
形
成　

③

快
適
に
歩
け
る
環
境
整
備　

④
健
康
増
進
を
促
す
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
充
実　

の
４
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
構
成
さ
れ
、
ま
ち
の

活
性
化
と
町
民
の
健
幸
寿
命
の
延
伸
、
医
療
費
の
削
減
を
実

現
す
る
た
め
、「
町
民
の
多
く
が
1
日
９
０
０
０
歩
以
上
歩

い
て
し
ま
う
ま
ち
づ
く
り
」を
進
め
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
県
が
進
め
て
い
る
県
道
85
号
の
整
備
事
業
を
契

機
と
し
て
、
上
市
場
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
た
め
、
町
民
と
と
も
に
ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ⅰ
ｏ

－

Ｌ
代
表
取

締
役
の
山
崎
亮
氏
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
に
、
地
域
住
民
に
よ

る
地
元
会
議
Ｌ
ｉ
ｎ
ｅ
85
上
市
場
魅
力
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
結
成
し
ま
し
た
。
上
市
場
地
区
の
魅
力
と
な

る
取
り
組
み
や
、
そ
の
た
め
の
拠
点
整
備
に
つ
い
て
考
え
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
は

次
の
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト
と
、
図
の
、
ま
ち
な
か
を
活
性
化
さ

せ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
の
相
関
図
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
他
、
今

後
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
県
道
沿
い
の
空
間
活
用
案
と
し

て
、
住
民
参
加
に
よ
る
緑
の
み
ち
づ
く
り
や
、
公
共
空
間
や

空
き
家
・
空
き
地
を
活
用
し
た
拠
点
機
能
や
市
民
活
動
の
場

づ
く
り
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

上市場交差点の様子

「まちなか再生支援事業」の紹介

図。上市場地区のまちづくりの方向性

ふ
る
さ
と
財
団
で
は
、
市
町
村
の
ま
ち
な
か
再
生
を

支
援
す
る
た
め
、
専
門
性
を
持
っ
た
外
部
の
人
材
（
ま

ち
な
か
再
生
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）
が
地
域
に
入
り
、
ま

ち
な
か
再
生
事
業
を
遂
行
す
る
も
の
に
対
し
て
、
費
用

助
成
を
行
う
「
ま
ち
な
か
再
生
支
援
事
業
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

本
事
業
で
は
、
補
助
交
付
決
定
し
た
市
町
村
に
お
い

て
、
様
々
な
ま
ち
づ
く
り
の
専
門
家
で
組
織
す
る
「
ま

ち
な
か
再
生
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
」
の
委
員
が
、

実
際
に
現
地
を
視
察
し
、
地
元
関
係
者
を
交
え
な
が
ら

多
様
な
観
点
か
ら
意
見
交
換
を
す
る
、
現
地
会
議
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
今
年
度
の
補
助
事
業
を
採
択
し
た
5
市
町

の
う
ち
、
千
葉
県
睦
沢
町
と
山
形
県
山
形
市
の
ま
ち
な

か
再
生
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。
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○
睦
沢
ら
し
い
幸
せ
、“
ま
ち
な
か
”の
あ
り
方
を
考
え
る

○
魅
力（
取
り
組
み
）を
自
分
た
ち
で
つ
く
っ
て
い
く
、
整
備

し
て
い
く

○
取
り
組
み
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は“
交
流
”“
体
験
”“
滞
在
”

○
魅
力
が
点
在
し
、
歩
き
た
く
な
る
み
ち
づ
く
り
を
考
え
る

○
活
動
空
間
を
道
沿
い
か
ら
周
辺
の
空
き
地
・
空
き
家
ま
で

拡
げ
る

●
ま
ち
な
か
再
生
対
象
区
域
：
睦
沢
町
上
市
場
地
区

●
ま
ち
な
か
再
生
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
：
山
崎
亮
氏（
㈱
ｓ
ｔ

ｕ
ｄ
ⅰ
ｏ

－

Ｌ　
代
表
取
締
役
）

現
地
会
議
の
開
催

睦
沢
町
で
は
11
月
27
日
、
委
員
か
ら
の
先
進
事
例
の
紹
介

や
、
事
業
案
へ
の
助
言
に
よ
り
、
今
後
の
ま
ち
な
か
再
生
事

業
を
検
討
し
て
い
く
上
で
の
新
た
な
視
点
、
着
想
を
得
る
こ

と
を
目
的
に
現
地
会
議
を
開
催
。
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド

委
員
、町
職
員
、プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、Ｌ
ｉ
ｎ
ｅ
85
参
加
者
等
、

約
50
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

上
市
場
の
道
路
拡
幅
計
画
に
つ
い
て
睦
沢
町
か
ら
説
明
が

あ
っ
た
後
、ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ⅰ
ｏ

－

Ｌ
よ
り
、
事
業
の
経
過
、
今
後

の
展
開
が
紹
介
さ
れ
、
委
員
と
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
ほ
か
参
加

者
と
で
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
委
員
か
ら
出
さ
れ
た

主
な
ア
ド
バ
イ
ス
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
人
が
集
ま
る
目
的
づ
く
り
を

県
道
拡
幅
だ
け
で
は
、
集
う
人
や
歩
行
者
が
増
え
る
と
は

思
え
な
い
の
で
、
上
市
場
を
ど
の
よ
う
な
街
と
し
て
再
生
さ

せ
て
甦
ら
せ
た
い
の
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

目
的
が
な
い
限
り
、
き
れ
い
に
整
備
さ
れ
た
歩
道
が
あ
る

だ
け
で
は
人
は
集
ま
ら
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
人
が

歩
く
た
め
に
は
そ
こ
に
何
ら
か
の
目
的
が
必
要
で
あ
り
、
例

え
ば
、
歩
く
こ
と
で
き
れ
い
な
景
色
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
、

人
と
出
会
え
る
と
い
う
よ
う
な
理
由
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

○
小
道
の
活
用
を

整
備
対
象
と
な
っ
て
い
る
県
道
沿
い
だ
け
で
は
な
く
、
県

道
の
裏
側
に
あ
る
小
道
も
含
め
て
広
域
的
な
み
ち
づ
く
り
を

し
て
ほ
し
い
。
そ
の
際
に
は
地
権
者
の
方
々
の
協
力
が
必
要

で
あ
り
、
沿
道
に
住
ん
で
い
る
住
民
の
方
も
、
ぜ
ひ
自
分
の
住

宅
や
お
庭
な
ど
の
景
観
を
意
識
し
歩
行
者
が
楽
し
い
み
ち
づ

く
り
に
し
て
ほ
し
い
。

例
え
ば
、
歩
い
て
楽
し
む
小
道
の
散
策
と
し
て「
フ
ッ
ト
パ

ス
」（
森
林
や
田
園
地
帯
、
古
い
街
並
み
な
ど
、
地
域
に
昔
か

ら
あ
る
風
景
を
楽
し
み
な
が
ら
歩
く
こ
と
が
で
き
る
小
道
）

を
企
画
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
四
季
ご
と
に
自
然
の
移

ろ
い
を
楽
し
み
な
が
ら
巡
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
十
分
作
れ
る
。

健
康
で
過
ご
す
こ
と
が
高
齢
社
会
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
で
あ
る

の
で
、
睦
沢
町
で
実
践
す
れ
ば
、
都
市
部
の
人
へ
の
ア
ピ
ー
ル

と
な
る
で
あ
ろ
う
。

○
自
然
環
境
と
人
の
魅
力
を
ベ
ー
ス
に

こ
の
地
域
の
魅
力
は
、
単
に
商
店
街
が
あ
り
お
店
が
栄
え

て
い
る
こ
と
で
は
な
く
、
周
辺
を
含
め
た
自
然
環
境
、
ま
た
こ

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
さ
れ
て
い
る
人
で
あ
る
。
そ
れ

ら
を
活
か
す
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
く
こ
と
が
、
ま
ず
ベ
ー

ス
に
な
い
と
い
け
な
い
。
空
間
を
つ
く
っ
て
も
、誰
が
そ
れ
を

上
手
く
活
用
す
る
の
か
と
い
う
ソ
フ
ト
の
考
え
を
あ
ら
か
じ

め
持
っ
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

睦沢町現地会場の様子

プロデューサーの山崎亮氏（左）
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2
　
山
形
県
山
形
市

山
形
市
は
、
山
形
盆
地
の
東
南
部
に
位
置
す
る
内
陸
都
市

で
、
東
縁
で
仙
台
市
に
接
し
て
い
ま
す
。
山
形
県
の
県
庁
所

在
地
と
し
て
経
済
・
文
化
・
教
育
等
の
中
心
で
あ
り
、
か
つ

奥
羽
山
脈
と
白
鷹
丘
陵
に
囲
ま
れ
て
お
り
自
然
豊
か
な
風

土
を
有
し
ま
す
。
平
成
元
年
に
は
市
制
施
行
１
０
０
周
年
を

迎
え
、
平
成
４
年
に
は
べ
に
ば
な
国
体
の
開
催
、
山
形
新
幹

線
の
開
業
、
東
北
芸
術
工
科
大
学
の
開
学
、
市
立
病
院
済
生

館
の
新
築
、
平
成
６
年
に
国
際
交
流
プ
ラ
ザ
の
オ
ー
プ
ン
な

ど
、
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
13

年
に
は
特
例
市
に
移
行
し
て
い
ま
す
。

中
心
市
街
地
は
、
約
４
０
０
年
前
、
山
形
城
主
最
上
義
光

の
時
代
に
、
現
代
の
街
並
み
の
基
礎
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ち
な
か
の
七
日
町
、
十
日
町
は
、
当
時
に
定
め
ら
れ
た
市

日
と
場
所
で
あ
り
、
以
来
、
現
在
に
至
る
商
店
街
と
し
て
発

展
し
て
き
ま
し
た
。

一
方
で
非
戦
災
都
市
で
あ
る
た
め
、
旧
市
域
は
自
動
車
に

依
存
し
た
生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
化
へ
の
対
応
、
安
全
な
歩
行

者
空
間
の
確
保
な
ど
が
十
分
に
進
ま
ず
、
大
型
商
業
施
設
の

郊
外
進
出
な
ど
に
よ
る
中
心
市
街
地
の
空
洞
化
、
居
住
者
の

減
少
を
招
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
12
年
、
17
年
に
大
型

店
が
３
店
閉
店
し
、
平
成
13
年
に
県
立
病
院
が
郊
外
に
移
転

す
る
な
ど
、
今
後
、
市
街
中
心
部
の
空
洞
化
傾
向
の
さ
ら
な

る
加
速
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

事
業
概
要

平
成
20
年
か
ら
の
山
形
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

の
策
定
・
推
進
に
よ
っ
て
、
基
本
計
画
策
定
前
と
比
べ
、
ま

ち
な
か
観
光
客
数
は
大
幅
に
増
加
し
、
目
標
を
達
成
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
居
住
人
口
や
歩
行
者
通
行
量
は
目
標
に
は

届
い
て
い
な
い
上
、
中
心
市
街
地
内
で
は
空
き
家
・
空
き
店

舗
が
増
加
し
て
い
る
状
況
で
す
。

本
事
業
で
は
、
老
朽
化
し
た
店
舗
や
空
き
店
舗
等
を
活
気

あ
る
空
間
に
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、
ま
た
そ
の
過
程
を
通
じ

て
、
ま
ち
な
か
エ
リ
ア
の
価
値
向
上
に
寄
与
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ

を
持
つ
人
材
を
育
成
し
、
多
様
な
都
市
型
産
業
の
集
積
を
促

す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ま
ち
な
か
に
住
み
・

働
き
た
い
若
者
の
呼
び
込
み
を
図
り
、
継
続
的
に
ま
ち
を
活

性
化
す
る
仕
組
み
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
は
、
基
礎
調
査
と
し
て
、
不
動
産

オ
ー
ナ
ー
や
地
域
住
民
、
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
活
動
団
体
に
対

す
る
活
用
意
向
を
把
握
す
る
た
め
、
住
民
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
実

施
の
ほ
か
、
ま
ち
あ
る
き
を
し
な
が
ら
遊
休
不
動
産
の
再

生
活
用
を
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
、
そ
し
て
、
９

月
26
日
～
28
日
に
は
、
地
元
関
係
者
や
学
生
、
空
き
物
件
の

オ
ー
ナ
ー
等
が
集
ま
り
、
ま
ち
な
か
再
生
と
い
う
主
旨
で
空

き
物
件
の
位
置
付
け
や
利
活
用
方
法
を
検
討
し
、
そ
れ
を
踏

ま
え
た
建
物
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
、
そ
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
物
件
で
展
開
さ
れ
る
事
業
を
検
討
、
資
金
調
達
か
ら
返
済

ま
で
の
事
業
計
画
を
立
案
す
る「
山
形
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ス

ク
ー
ル
」を
開
催
し
ま
し
た
。

●
ま
ち
な
か
再
生
対
象
区
域
：
山
形
市
中
心
市
街
地

●
ま
ち
な
か
再
生
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
：
竹
内　
昌
義
氏（
東

北
芸
術
工
科
大
学　
教
授
）

現
地
会
議
の
開
催

山
形
県
山
形
市
で
は
、
２
０
１
４
年
10
月
10
日
に
現
地
会

議
を
開
催
し
ま
し
た
。

ま
ち
な
か
再
生
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
竹
内
先
生
が
中
心
と

な
り
、
山
形
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
の
開
催
結
果
及
び

対
象
区
域
内
に
あ
る
実
際
の
遊
休
不
動
産
３
物
件
の
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
提
案
を
紹
介
し
ま
し
た
。

〇
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
提
案
１

ミ
ツ
マ
ス
ビ
ル
。
３
階
建
の
建
物
で
、
１
階
は
コ
ン
ビ
ニ

山形市中心市街地の様子

山形リノベーションスクールの様子

「まちなか再生支援事業」の紹介
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エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
ブ
ラ
ン
ド
シ
ョ
ッ
プ
、
飲
食
店
な
ど
が
入

居
し
営
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
提
案
は
、

空
き
物
件
と
な
っ
て
い
る
２
階
、
３
階
を
、
ク
リ
エ
ー
タ
ー

が
集
う
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
活
用
し
よ
う
と

い
う
も
の
。

〇
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
提
案
２

山
形
ま
な
び
館（
旧
山
形
市
立
第
一
小
学
校
）。
昭
和
2
年

に
小
学
校
と
し
て
建
設
さ
れ
、
平
成
13
年
に
登
録
有
形
文
化

財
と
な
っ
た
後
、
平
成
16
年
に
廃
校
。
平
成
22
年
か
ら
は
１

階
を
交
流
セ
ン
タ
ー
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
提
案
は
全
館
を
改
修
し
、
地
階
か
ら
屋
上
ま
で
を
地

域
に
開
か
れ
た
宿
泊
施
設
と
し
て
活
用
し
よ
う
と
い
う
も
の
。

〇
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
提
案
３

洋
傘
の
ス
ズ
キ
。
大
型
複
合
施
設
の
ナ
ナ
ビ
ー
ン
ズ（
旧

山
形
松
坂
屋
）
の
一
区
画
で
営
業
し
て
い
た
空
き
店
舗
で
、

１
階
が
店
舗
、
２
階
が
住
居
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
提
案
は
、
カ
フ
ェ
併
設
の
貸
工
房
付

き
シ
ェ
ア
店
舗
と
し
て
活
用
し
よ
う
と
い
う
も
の
。

〇
永
続
的
な
ま
ち
な
か
再
生
へ
の
提
案

ま
ち
な
か
再
生
専
門
家
チ
ー
ム
の
馬
場
先
生
よ
り
、
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
活
用
や
ま
ち
づ
く
り
会
社
の
設

立
、
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
の
設
置
な
ど
、
遊
休
不
動
産

の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
永
続
的
に
展
開
し
、
そ
れ
を
地
域
全

体
の
ま
ち
な
か
再
生
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
の
仕
組
み
・
仕

掛
け
づ
く
り
に
つ
い
て
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

以
上
の
提
案
を
受
け
、
委
員
か
ら
次
の
よ
う
な
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
ま
ち
の
中
の
人
や
活
動
を
読
み
取
り
、
エ
リ

ア
の
特
性
を
考
え
て
、
人
を
上
手
に
動
か
し
て
行
く
視
点

や
、
人
を
含
め
た
ま
ち
の
資
源
を
活
用
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
そ
の
際
、
外
部
の
人
材
も
入
れ
る
こ
と
で
新
た
な
展
開

を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

資
金
調
達
と
し
て
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用

す
る
こ
と
は
、
地
元
住
民
が
コ
ミ
ッ
ト
し
や
す
い
。
ま
た
、

投
資
家
が
お
金
を
出
す
だ
け
で
な
く
、
顧
客
や
フ
ァ
ン
に
な

る
と
い
う
こ
と
で
望
ま
し
い
が
、
導
入
の
た
め
の
課
題
と
し

て
、
不
動
産
特
定
共
同
事
業
法
の
制
約
と
、
投
資
対
象
及
び

投
資
目
的
の
検
討
が
必
要
。

ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
立
さ
せ
る
た
め
の
細
か
な
分
析
を
行

い
、
ま
ち
づ
く
り
会
社
を
ど
の
よ
う
に
成
立
さ
せ
る
か
見
当

が
必
要
。
ま
た
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
ま
ち
な
か
再
生
に
ど

う
つ
な
が
る
か
、
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
。

今
後
は
、
委
員
か
ら
の
意
見
を
受
け
、
事
業
案
を
さ
ら
に

検
討
し
た
上
、
不
動
産
オ
ー
ナ
ー
に
実
際
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
、
実
施
へ
の
糸
口
に
し
て
い
き
た
い
と
の
こ

と
で
す
。

洋傘のスズキ外観

洋傘のスズキ内部

ミツマスビル外観

まなび館内部

プロデューサーの竹内昌義先生

東北芸術工科大学の馬場正尊先生

まなび館外観

ミツマスビル内部

山形市現地会場の様子
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平
成
27
年
度 

事
業
に
つ
い
て

平成27年度　ふるさと財団事業一覧

事業名 事 業 概 要 助 成 対 象 等 申 請 期 間 提出方法
( 注 )

ふるさと融資関連事業（担当：融資部 企画調整課　TEL：03-3263-5586）					  

ふるさと企業
大賞

（総務大臣表彰）

過去にふるさと融資を活用
し、地域振興・活性化に資
する事業活動を実施してい
る民間事業者を表彰し、そ
の活動を全国に広く周知す
ることで魅力ある地域づく
りの一層の推進を図る。

□表彰対象
　�ふるさと融資を活用した民間事業者で
あり、その事業が営業開始後 3年以
上継続し、現在も経営に懸念がなく、
かつ地域における経済効果、雇用及び
イメージアップ等の点で魅力ある地域
づくりに特に貢献していると認められ
ること
□表彰方法
　表彰状を授与（10事例以内）

平成26年12月1日

～

平成27年2月27日

都道府県
指定都市
A

市町村
B

地域産業育成支援事業（担当：融資部 企画調整課　TEL：03-3263-5586）				 

新技術・地域資
源開発補助事業

企業等の新技術・地域資源
を活用した新商品開発等に
対し市区町村が支援を行う
場合に、ふるさと財団が当
該市区町村に対し補助金を
交付する。

□補助対象 ： 市区町村
   ※企業等に対する補助金は
      市区町村から交付
□補助率 ： 2 ／ 3以内
　（過疎地域等 10/10）
□補助上限額
　新技術開発 ： 1,000 万円
　地域資源開発： 300 万円

平成27年 1月9日

～ 
3月2日

指定都市
A

市区町村
B

新・地域再生マネージャー事業（担当：地域再生部 地域再生課　TEL：03-3263-5736）	

外部人材
活用助成

地域の課題解決に向けた市
区町村による戦略・ビジョ
ン等の策定段階において、
実施体制整備・基盤整備に
よる持続可能性や商品化・
開発力整備によるビジネス
志向を高め、基盤充実と安
定成長を図るため、市区町
村が外部人材を活用する費
用等の一部を助成する。

□助成対象 ： 市区町村
□助成率 ： 2 ／ 3以内
□�助成上限額 ： 700 万円
　（外部人材派遣に係る人件費・旅費が
　助成対象経費の概ね半分以上）

平成27年 1月9日

～

2月13日

指定都市
Ａ

市区町村
Ｂ

外部人材派遣
【環境整備型】

課題や課題解決への方向性
は明確なものの推進方策が
具体化していない段階で、
市区町村が地域関係者の機
運醸成、推進体制の整備を
図るため、外部人材（同一
の者）を派遣し、地域再生
の実現に向けた環境を整備
する。

□派遣対象 ： 市区町村
□派遣内容 ： 
　 原則として 1件あたり 6回まで、
　 1 回につき 2日
□派遣経費 ： 
   外部人材への謝金・旅費は
   原則財団負担

平成27年 1月9日
 ～

2月13日

指定都市
Ａ

市区町村
Ｂ

外部人材派遣
【初期対応型】

課題や課題解決への方向性
が明確でない段階で、市区
町村がその解決への方向性
に目途をつけるため、外部
人材を派遣し、現地調査を
行い、地域再生の方向性を
提言する。

□派遣対象 ： 市区町村
□派遣内容 ： 
　原則として1件あたり1回（2人）、2泊3日
□派遣費用：
　外部人材への謝金・旅費は
　原則財団負担

平成27年4月1日

～

5月29日

指定都市
Ａ

市区町村
Ｂ

平成27年度に実施する予定の助成事業等の概要についてお知らせします。
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事業名 事 業 概 要 助 成 対 象 等 申 請 期 間 提出方法
( 注 )

まちなか再生事業（担当：開発振興部 開発振興課　TEL：03-3263-5758）					  

まちなか再生支
援事業

（補助金）

まちなか再生に取り組む市
区町村に対し、具体的・実
務的ノウハウを有する専門
家又は大学に業務の委託等
をする費用の一部を補助す
る。

□補助対象 ： 市区町村
□補助率 ： 2 ／ 3以内
□補助上限額 ： 700 万円

平成27年 1月9日
   ～

2月13日
Ａ

公民連携推進事業（担当：開発振興部 開発振興課　TEL：03-3263-5758）	

公民連携
アドバイザー
派遣事業

公民連携手法による公共施
設等の整備、維持管理・運
営等を推進する地方公共団
体の要請に応じ、シンク
タンク等の専門家等を派遣
し、必要な助言・指導を行
う。

□派遣対象 ： 
　都道府県、市区町村、
　一部事務組合等
□派遣回数 ： 
　原則として 1団体につき年間 1回
□派遣費用 ： 
　原則として財団が全額負担

平成27年1月9日
 ～

2月13日
Ａ

公民連携調査研
究会(研究モデ
ル事業）

民間のノウハウを活用した
新たな公共施設マネジメン
ト手法の構築に取り組む市
区町村と、ふるさと財団が
設置する公民連携調査研究
会が共同研究を行い、研究
成果を発信する。当該市区
町村に対し、民間事業者又
は大学に業務の委託をする
費用の一部を助成する。

□助成対象 ： 市区町村
□助成率 ： 2 ／ 3以内
□助成上限額 ： 700 万円

平成27年1月9日
 ～

2月13日
Ａ

公民連携
セミナー

地方公共団体を対象に、公
民連携事業（ＰＦＩ、指定
管理者制度、公共施設マネ
ジメント）に係る基本的・
実務的な情報、先進事例の
紹介を内容としたセミナー
を開催し、地方公共団体に
おける公民連携の推進を図
る。

□�第 1回：5月頃、2日間、東京都内、
100名程度
□�第 2回：5月頃、2日間、開催地未定、
100名程度

決定次第案内 Ａ

その他事業（担当：融資部 調査・管理課　TEL：03-3263-5737）					   

地域経済フォー
ラム

地域経済をテーマに研修及
び活発な意見交換等を内容
とするフォーラムを開催す
る。

□開催回数 ： 年 1回程度
□開催時期、場所、内容 ： 未定 決定次第案内 Ａ

地域産業交流セ
ミナー

地域の活性化につながるビ
ジネスを推進する事業者等
を対象とした講演会及び異
業種交流会を開催する。

□開催時期 ： 年 1回程度
□開催場所 ： 東京都内 - -

( 注 ) 提出方法…　A：直接財団に提出　　B：都道府県経由で財団に提出
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平成27年度ふるさと企業大賞
（総務大臣賞）

〜推薦事業者を募集します〜

① 趣旨
地域の振興、活性化に資する事業活動を実施している民間事業者を顕彰し、その活動を全国に

広く周知することにより、活力と魅力ある地域づくりの一層の推進に寄与しようとするものです。

② 表彰対象
過去にふるさと融資を活用した民間事業者等（以下「事業者」という。）であって、当該事業者に

よるふるさと融資を活用した事業が、営業開始後3年以上継続し、現在も経営状況に懸念がなく、
かつ地域おける経済効果、雇用及びイメージアップ等の点で魅力ある地域づくりに特に貢献してい
ると認められること。
（例）
・地域の活性化につながる新しい試みに意欲的に取組んでいる事業
・当該事業において営業開始以降、新規雇用が定期的にあり、地域における雇用拡大に貢献している事業
・地方公共団体において構想するまちづくり基本計画等の推進にあたり、積極的な役割を果たし、地域
にとって中心的位置付けである事業
・当該事業の営業活動により、地域での生産、消費の拡大が図られ、地域に大きな経済効果をもたらし
ている事業
・東日本大震災の被災地域において、復興に向けて特に中心的な役割を果たし、地域経済の再生および
雇用の維持・拡大に特に貢献している事業（特別賞）

③ 表彰方法
表彰は、表彰状を授与して行います。
・総務大臣賞（10事例以内）

④ 対象事業者の推薦方法
都道府県、政令指定都市及び市町村(政令指定都市を除く。)は、それぞれ一事業者を推薦し

てください。なお、同一都道府県において、都道府県及び市町村が推薦する事業者が複数ある場
合には、都道府県は優先順位を付して推薦してください。

⑤ 審査方法
都道府県、政令指定都市及び市町村から推薦を受けた事業者のうちから、学識経験者及び関

係行政機関の職員等から構成される「ふるさと企業大賞審査委員会」の審査及び選考を経て、10
以内の民間事業者を選定し、総務省と協議のうえ、地域総合整備財団理事長が決定します。

⑥ スケジュール
・募集締切／平成27年2月27日
・審査委員会／7月下旬
・表彰者決定／9月中旬
・表彰式／10月下旬

問 合 せ 先
融資部 企画調整課

TEL 03-3263-5586　 FAX 03-3263-5732
E-mail  kikaku-ka@furusato-zaidan.or.jp 
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新技術・地域資源開発補助事業
～地域産業の育成・発展を支援～

① 事業目的
企業等の新技術・地域資源を活用した新商品開発等に対し市町村が支援を行う場合に、ふるさ

と財団が当該市町村に対し補助金を交付することで、地方創生に資するよう地域における投資や
雇用の創出を促進しようとするものです。

② 事業区分
（1） 新技術開発補助

企業等が新たな技術を用いて、新規性のある商品等の開発を行う研究開発経費等につい
て、補助金を交付します。

（2） 地域資源開発補助
企業等が地域資源を活用して、地域特産品となる商品開発を行う研究開発経費等につい

て、補助金を交付します。

③ 公募概要
補助対象者 市町村（特別区も含みます。）

※企業等に対する補助金は市町村から交付します。

補助上限額 新技術開発補助　1,000万円 以内
地域資源開発補助　300万円 以内

補　助　率
補助対象経費の2 ／ 3以内

（地域力創造推進地域、過疎地域、みなし過疎地域、離島地域、特別豪雪地域
においては10 ／ 10以内）

補助対象経費
補助対象事業に必要な謝金、旅費、原材料費、機械装置費、工具器具費、委託費、技術指導費、
産業財産権導入費、会議事務費、人件費
※具体的な経費の内容については、財団に問い合わせて下さい。

補助対象期間 平成27年4月1日　～　平成28年2月29日

対象事業数 全体で１０件程度

公 募 期 間 平成27年1月9日（金）　～　3月2日（月）【財団必着】
※公募は1回のみの予定です。

留 意 事 項

（1）産学官金の連携等地域全体で取り組む事業を重点的に支援します。
（2）政令指定都市は直接財団に、政令指定都市以外の市町村は都道府県を通じて申請してくださ 

 い。
（3）国庫補助を受けているものは対象となりません。
（4）企業等が債務超過となっている場合は対象となりません。
（5）事業の主要な部分を委託するものは対象となりません。
（6）補助事業の成果については、地域振興策の実例として、当財団の広報媒体を通じて公表しま 

 す。併せて、市町村でも広報を行ってください。
（7）申請書類は採否に関わらず返却しません。

問 合 せ 先
融資部 企画調整課

TEL 03-3263-5586　 FAX 03-3263-5732
E-mail  kikaku-ka@furusato-zaidan.or.jp 
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新・地域再生マネージャー事業
～地域の自立的活動・雇用創出の仕組みづくりに向けた取組を支援～

① 事業目的
地域再生に取り組もうとする市町村（特別区を含む。以下同じ。）に対して、具体的・実務的な

知識やノウハウ等を有する地域再生マネージャー等、外部の専門的人材（以下「外部人材」とい
う。）の活用に必要な経費の一部を支援することで、当該地域の段階・実情に応じた地域再生の
取組を促進し、地方創生に資するよう活力と魅力ある地域づくりに寄与しようとするものです。

（※）当事業において「地域再生」とは、地域住民の意識を醸成し、地域住民が主体となった持続可能な仕組みや体制を構築すること、さらには地域資源を活用し
たビジネスを創出することで、地域が自立的に活動し雇用に結び付ける仕組みづくりを行うことをいう。

② 事業概要
（1） 新・地域再生マネージャー事業（外部人材活用助成）

課題が明確になっており、その課題の解決に向け、市町村が戦略・ビジョン等の策定に取
り組んでいる段階において、実施体制整備・基盤整備を進めることで持続可能性を高めると
ともに、商品化・開発力整備を進めることでビジネスを創出するために、市町村が外部人材
を活用する費用の一部を助成するものです。

（2） 新・地域再生マネージャー事業（外部人材派遣）
地域再生に取り組もうとする市町村に対して外部人材を派遣し、助言・協働等を行うもの

です。

地域の課題や課題解決に向けた方向性は明確になっているものの、推進方策が具体化し
ていない段階において、地域再生の機運を醸成し、推進体制を整えるなどの環境整備を行う
ために外部人材を派遣する①「環境整備型」と、地域の課題や課題解決に向けた方向性が
明確になっていない段階で、その解決に向けた方向性に目処をつけるため、外部人材を派遣
して現地調査を行い、その方向性を提言する②「初期対応型」があります。

・申請を検討される場合は、事前に財団まで連絡願います。事業趣旨・内容の説明や外部人材
に関する助言を行います。

・本事業について、詳しくは『平成27年度「新・地域再生マネージャー事業」手引き』を参照願
います。

外部人材派遣
［初期対応型］

課題の抽出
方向性の提言

機運の醸成
実施体制の整備

住民が主体となり、
地域が自立的に活動

外部人材派遣
［環境整備型］ 外部人材活用助成

事業の実施
例　ものづくり
　　観光・交流の促進
　　場づくり・人材育成
　　流通・販路の拡大　等

・起業
・法人化
・雇用拡大
・設備投資
（ふるさと融資活用）
等

段 階 に 応 じ て 申 請

地 域 再 生

課題が不明確
方向性も不明確

課題解決の方向性、具体
的な推進方策が明確
具体的な実行に向けた支
援が必要

課題解決の方向性は
明確だが、推進方策
が不明確
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③ 公募概要
（1） 新・地域再生マネージャー事業（外部人材活用助成）

助成対象者 市町村（特別区を含む）

助 成 金 額 助成対象経費の2 ／ 3以内（上限700万円）

助成対象経費

①外部人材の派遣に関する経費（複数人材でも可能）
外部人材の人件費（謝金を含む。）、旅費
②その他の経費
旅費、委託料、会議費、印刷製本費、広告宣伝費、原材料費、消耗品費、通信運搬費等（消費
税及び地方消費税を含む。）

助成対象期間 平成27年4月1日　～　平成28年2月20日

対象事業数 10件程度

公 募 期 間 平成27年1月9日　～　2月13日（財団必着）

留 意 事 項

①市町村は、都道府県を経由して､ 財団に申請してください。
②期中の概算払いは行いません。
③外部人材の派遣に関する経費は、助成対象経費の概ね半分以上に調整願います。
④申請書は外部人材と協議のうえ作成してください。
⑤派遣する外部人材は、原則市町村で選任してください。希望があれば財団において外部人材を
紹介することも可能です。

（2）新・地域再生マネージャー事業（外部人材派遣）
①「環境整備型」

助成対象者 市町村（特別区を含む）

派遣内容 1件当たり1人（同一の者）6回まで、1回につき2日、最大12日間の派遣。

経　　費 外部人材の派遣に係る費用（旅費・謝金）について、原則として財団が負担し、外部人材へ直接
支払う。（算定方法については、財団の規定によります。）

派遣実施期間 平成27年4月1日　～　平成28年2月20日

対象件数 5件程度

公 募 期 間 平成27年1月9日　～　2月13日（財団必着）

留 意 事 項

①市町村は、都道府県を経由して､ 財団に申請してください。
②派遣する外部人材は、原則市町村で選任してください。希望があれば、財団にて外部人材を紹
介することも可能です。
③1回につき2日と、派遣の時間が限られています。予め外部人材と十分に協議し、時間を有効
に活用できるスケジュール調整を行ってください。
また、外部人材がセミナー、ワークショップへの参加のみとなることのないよう、地域資源の現地調
査や地域住民・団体へのヒアリング等を行うことができる時間も確保願います。

②「初期対応型」
助成対象者 市町村（特別区を含む）

派遣内容 ①	原則として1件当たり1回（2人）まで、2泊3日の派遣。
②最終日に調査結果を首長等に報告。

経　　費 外部人材の派遣に係る費用（旅費・謝金）について、原則として財団が負担し、外部人材へ直接
支払う。（算定方法については、財団の規定によります。）

派遣実施期間 平成27年7月1日　～　平成28年1月31日

対象件数 5件程度

公 募 期 間 平成27年4月1日　～　5月29日（財団必着）

留 意 事 項 ①市町村は､ 都道府県を経由して､ 財団に申請してください。
②派遣する外部人材は、財団が選任します。

問 合 せ 先
地域再生部 地域再生課

TEL 03-3263-5736　 FAX 03-3263-7887
E-mail  saisei-ka@furusato-zaidan.or.jp 
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まちなか再生支援事業(補助金) 
～まちなか空間の再生を支援～

① 事業目的
まちなか再生に取り組む市町村（特別区を含む。以下同じ。）に対して、具体的・実務的ノウハウを有す

る専門家に業務の委託等をする費用の一部を補助することで、まちなか再生を民間能力を活用して居住
機能・都市機能等総合的な側面から促進し、地方創生に資するよう活力と魅力ある地域づくりに寄与し
ようとするものです。

（※）当事業において「まちなか再生」とは、まちなかの急速な衰退に伴う都市機能の低下や地域活力の減退等、まちなかの抱える様々な課題の解決を図るため、
まちなか空間の維持保全・環境改善・施設整備、地域資源のプロモーション、それらの担い手たるコミュニティの再生、人材の育成、組織の設立等を行うこ
とにより、まちなか空間における生活及び交流拠点としての機能の維持・拡大を図ることをいう。

② 補助事業の概要
①まちなか再生専門家活用型 ②大学連携型

補 助 内 容 （1） 補助対象業務を行う市町村への契約費用に対する補助
（2） 補助金の交付を受ける市町村が実施するまちなか再生事業に対する助言

補助対象事業の
概要

市町村がまちなか再生専門家の具体的・実務的
ノウハウを活用してまちなか再生に取り組む事業

連携大学の教員と学生が地域の現場に入り、必要に
応じてまちなか再生専門家や他大学等の大学サポー
トチームと連携しながら、市町村や地元関係者ととも
にまちなか再生に取り組むことにより、継続的なまち
なか再生及び人材育成に資する活動を行う事業

事業概念図

まちなか再生
プロデューサー

市町村から委託されたまちなか再生事業の業務を、責任を持って遂行し、まちなか再生事業全
体の総合的な企画、調整、統合等を行う者。
まちなか再生専門家チームに属するまちなか再生専
門家のうち、当該チームの中心となる専門家 連携大学の教員

契約の相手方 まちなか再生プロデューサー
原則として連携大学（大学組織）。ただし、財団が事業を
円滑に進める上で必要と認めた場合には、大学サポート
チームのまちなか再生専門家と契約することを妨げない。

（※）「まちなか再生専門家」とは、まちなか再生に係る具体的かつ実務的ノウハウ等を有する専門家（当該専門家が所属する法人を含む）をいう。

③ 公募概要
補助対象者 市町村

補助対象業務

（1） 市町村が、まちなか再生事業の推進を目的として、まちなか再生プロデューサー等と業務の委託等契約を締結するものであること。
（2） まちなか再生の観点から、事業実施に係る実質的成果が期待できるものであること。
（3） 市町村とまちなか再生専門家チーム（大学連携型の場合は、連携大学及び大学サポートチーム）との連携を円滑に行う体制の

整備等、効果的に事業が実施されるような仕組みを有するものであること。
（4） 市町村が、継続的なまちなか再生を推進するために行うものであること。
（5） 他の市町村におけるまちなか再生のモデルとなり得るものであること。
（6） 補助対象業務に係る補助金等を国、独立行政法人又は他の公益法人から受けないものであること。
（7）補助対象業務の目的や内容が「地方創生」に資するものであること。

補助額（補助率） 1事業　700万円 以内（補助対象事業に係る契約金額の2 ／ 3以内）
対象事業数 ５件程度 補助対象期間 平成27年4月1日　～　平成28年2月19日
公 募 期 間 平成27年1月9日　～　2月13日（財団必着）
留 意 事 項 財団へ直接申請（別途都道府県への報告を要します。）

（P28-2）

〈市町村〉

〈ふるさと財団〉

〈アドバイザリーボード〉

〈まちなか再生専門家チーム〉

TMO 商店街

助言

ア
ド
バ
イ
ス

依
頼

〈市町村〉

〈連携大学〉
教員

（プロデューサー） 学生

〈大学サポートチーム〉

大学 まちなか再生
専門家

サポート

その他

連携

〈アドバイザリーボード〉助言

ア
ド
バ
イ
ス

依
頼

申請・報告書
の提出

審査・補助金
の交付

〈ふるさと財団〉

連携

成果報告

TMO 商店街
その他

連携

まちなか再生プロデューサー

まちなか再生専門家

申請・報告書
の提出

審査・補助金
の交付 成果報告

（P28-2）

〈市町村〉

〈ふるさと財団〉

〈アドバイザリーボード〉

〈まちなか再生専門家チーム〉

TMO 商店街

助言

ア
ド
バ
イ
ス

依
頼

〈市町村〉

〈連携大学〉
教員

（プロデューサー） 学生

〈大学サポートチーム〉

大学 まちなか再生
専門家

サポート

その他

連携

〈アドバイザリーボード〉助言

ア
ド
バ
イ
ス

依
頼

申請・報告書
の提出

審査・補助金
の交付

〈ふるさと財団〉

連携

成果報告

TMO 商店街
その他

連携

まちなか再生プロデューサー

まちなか再生専門家

申請・報告書
の提出

審査・補助金
の交付 成果報告

問 合 せ 先
開発振興部 開発振興課

TEL 03-3263-5758　 FAX 03-3263-7423
E-mail  kazuomi.tabata@furusato-zaidan.or.jp 
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問 合 せ 先

公民連携アドバイザー派遣事業
～公民連携手法について高度な専門知識を有する専門家等を派遣～

① 事業目的
公民連携手法による公共施設等の整備・維持管理や運営等を推進する地方公共団体の要請

に応じ、シンクタンク等の専門家、地方公共団体の希望する分野の実績を有する地方公共団体職
員又は当財団職員（以下、「アドバイザー」という。）を派遣し、必要な助言・指導を行います。

② 事業内容
下記公民連携手法について高度な専門知識、ノウハウ、経験を有する専門家等を、地方公共

団体に派遣します。
（１）ＰＦＩ等

PFI法に基づくPFI事業の他、公民連携（PPP）による公共施設等の整備、運営・管理
等を行う事業

（２）指定管理者制度
地方自治法第244条の2第3項に規定された指定管理者による公の施設の管理方法

（３）公共施設マネジメント
自治体が保有する公共施設を総合的に把握し、財政運営と連動しながら管理運用する仕

組み

③ 派遣方法等
・アドバイザー派遣は、原則として1地方公共団体あたり1回を限度とします。
・派遣時期等については、地方公共団体と協議のうえ決定します。
・予定件数は４０自治体程度。
・申込多数の場合は、公民連携ポータルサイトに会員登録している団体を優先します。公民連携

ポータルサイトの会員登録は随時受け付けます。

④ 費用
アドバイザー等の派遣に要する経費（謝金・旅費）は、原則として当財団が全額負担します。

（派遣実施確認後、ふるさと財団からアドバイザーへ直接支払う。）

⑤ 募集期間
平成27年1月9日（金）～ 2月13日（金）

⑥ 制度の流れ
地方公共団体

公民連携手法
（PFI 等、指定管理者、
 公共施設マネジメント）

 の検討等

ふるさと財団

アドバイザー等の選任、
アドバイス内容・日程調整等

①申込

②採択通知

③アドバイザー等の決定通知

④アドバイス（3時間程度）

⑤受入結果の報告

専門家（又は財団職員）

開発振興部 開発振興課
TEL 03-3263-5758　 FAX 03-3263-7423

E-mail  hisayoshi.ishige@furusato-zaidan.or.jp
公民連携ポータルサイトURL  http://www.furusato-zaidan.or.jp/
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問 合 せ 先

公民連携調査研究会（研究モデル事業） 
～公共施設マネジメントの推進を支援～

① 事業目的
市町村（特別区を含む。以下同じ。）においては、「公共施設等の総合的かつ計画的な管理の

推進について」（平成２６年４月２２日総務大臣通知）により「公共施設等総合管理計画」の策定等
を進めているところですが、計画を推進するための具体的な対応策等について早急な検討が求めら
れています。

加えて、国の方針としてPPP/PFIの積極的な活用が掲げられているものの、先行して公共施設
マネジメントに取り組む市町村においても具体的な民間活力の導入について検討がされていない状
況にあり、導入の手法及び効果や課題は整理されていません。

当事業は、公共施設マネジメントを推進するため、民間のノウハウを活用した新たな公共施設マネ
ジメントについて、モデル市町村によるケーススタディを行い、研究成果を全国に発信することを目
的としています。

（※）「公共施設マネジメントとは」とは、保有する公共施設を総合的に把握し、財政運営と連動させながら管理、活用する取組みであり、公共施設で提供されるサービ
スの運営も含むものをいう。

② 助成事業の概要
【研究モデル事業のイメージ】

●	産・官または産・官・学連携等に
よる検討体制を整備するとともに、
新たなマネジメントの仕組みや公共
施設の再編に直結するマネジメント
推進手法などを検討する事業

●	公共サービスの維持・向上や財政
負担の軽減に資する公民連携手法
を検討する事業

●	市町村域を超えた広域的なマネジメ
ントの仕組みを検討する事業

●	地方公会計（固定資産台帳）の活
用など、今後の公共施設のあり方
について庁内・住民への理解を深めるための手法を検討する事業

③ 公募概要
対　象　者 市町村（特別区を含む）

募 集 要 件

（1） 平成27年度に研究モデル事業を実施すること
（2） 事業の実施に当たり、次に掲げるいずれかの者と業務の委託契約を締結するもの
　　　ア　民間事業者　　　　イ　大学

（3） 当該事業に係る補助金等を国、独立行政法人又は他の公益法人から受けないものであること。

助成額（助成率） 1事業　700万円 以内（助成対象事業に係る契約金額の2 ／ 3以内）

対象事業数 4件程度

対 象 期 間 平成27年4月1日　～　平成28年2月19日

公 募 期 間 平成27年1月9日　～　2月13日（財団必着）

留 意 事 項 財団へ直接申請（別途都道府県への報告を要します。）

開発振興部 開発振興課
TEL 03-3263-5758　 FAX 03-3263-7423

E-mail  okada@furusato-zaidan.or.jp
　　  kazuomi.tabata@furusato-zaidan.or.jp

【研究モデル事業のスキーム図】

シンク
タンク
等

協力

契約

共同研究

一部助成

財団が
組織

新たなマネジ
メント手法の
構築支援

研究モデル事業に
対する調査・検討

【研究モデル事業】

協力

地元大学
等 市町村

公民連携調査
研究会

民間企業
等

ふるさと
財団

・学識経験者
・総務省
・先進自治体の職員など
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公民連携セミナー

地域経済フォーラム

① 事業目的
地方公共団体の職員を対象として、公民連携事業（ＰＦＩ、指定管理者制度、公共施設マネジメ

ント）に係る基本的・実務的な情報、先進事例の紹介を内容としたセミナーを開催し、地方公共団
体における公民連携の推進を図ります。

② 事業概要
①日程及び開催場所

開催日（予定） 開催場所
第１回 平成27年5月頃 東京都

第2回 平成27年5月頃 未定

②募 集 人 数 　１００名程度
③参加対象者　地方公共団体職員
④参 加 費 　無料
⑤申 込 方 法 　開催日1か月程度前に正式に案内しますので所定の方法でお申し込みくださ

い。なお、案内は下記ホームページに掲載するほか、都道府県経由で文書
にて通知します。

① 事業概要
全国の民間事業者や地方公共団体を対象に、地域経済についてのアップ・ツー・デートな話題

を取り上げたフォーラムを、地域貢献企業の会との共催により開催しています。
・開催回数：年1回程度
・開催時期、場所、内容：未定

過去の実績
開催年度 テーマ 開催場所

平成24年度 今後の日本経済の動向について 鹿児島県鹿児市

平成26年度 イプシロンロケットの挑戦 山口県山口市

問 合 せ 先
融資部 調査・管理課

TEL 03-3263-5737　 FAX 03-3263-5732
E-mail  chousa-ka@furusato-zaidan.or.jp 

問 合 せ 先
開発振興部 開発振興課

TEL 03-3263-5758　 FAX 03-3263-7423
E-mail  okada@furusato-zaidan.or.jp
公民連携ポータルサイトURL  http://www.furusato-ppp.jp/



記事掲載関連MAP

財団日誌
10月 3日 公民連携（公共施設マネジメント）

アドバイザー派遣 北海道訓子府町

8日 ～ 9日 新・地域再生マネージャー事業（助成金） 神奈川県横須賀市

10日 まちなか再生支援アドバイザリーボード 山形県山形市

10日 公民連携（公共施設マネジメント）
アドバイザー派遣 埼玉県蕨市

15日 ～ 17日 新・地域再生マネージャー事業
外部人材派遣 [初期対応型] 秋田県能代市

20日 地域産業の育成・支援に関する調査研究会
（第２回） 東京都（財団内）

21日 新・地域再生マネージャー事業
アドバイザー会議 東京都（財団内）

28日 公民連携（PFI）アドバイザー派遣 さいたま市

27日 ～ 29日 新・地域再生マネージャー事業
外部人材派遣 [初期対応型] 福島県伊達市

28日 ～ 29日 新・地域再生マネージャー事業（助成金） 愛媛県松山市

30日 ふるさと企業大賞表彰式 東京都

30日 地域産業交流セミナー 東京都

31日～ 11月2日 新・地域再生マネージャー事業　
外部人材派遣 [初期対応型] 和歌山県有田市

4日 ～ 5日 地域再生セミナー 島根県

6日 公民連携（公共施設マネジメント）
アドバイザー派遣 長野県長野市

12日 公民連携（PFI）アドバイザー派遣 長崎県

12日 公民連携（公共施設マネジメント）
アドバイザー派遣 三重県鳥羽市

12日 ～ 13日 地域再生セミナー 青森県

13日 公民連携（指定管理者制度）アドバイザー派遣 埼玉県三芳町

15日 ～ 16日 新・地域再生マネージャー事業（助成金） 大阪府能勢町

17日 公民連携（公共施設マネジメント）
アドバイザー派遣 栃木県つくば市

17日 ～ 18日 新・地域再生マネージャー事業（助成金） 青森県五所川原市

18日 公民連携（PFI）アドバイザー派遣 広島県廿日市市

19日 公民連携調査研究会（第２回） 東京都（財団内）

19日 ～ 20日 新・地域再生マネージャー事業（助成金） 新潟県上越市

25日 ～ 26日 新・地域再生マネージャー事業（助成金） 新潟県十日町市

25日 ～ 26日 新・地域再生マネージャー事業（助成金） 北海道白糠町

27日 まちなか再生支援アドバイザリーボード 千葉県睦沢町

12月 1日 ～ 4日 新・地域再生マネージャー事業　
外部人材派遣 [初期対応型] 北海道中川町

2日 ～ 3日 新・地域再生マネージャー事業（助成金） 岡山県真庭市

4日 地域産業の育成・支援に関する調査研究会
（第３回） 東京都（財団内）

4日 ～ 5日 新・地域再生マネージャー事業　
外部人材派遣 [環境整備型] 岐阜県大垣市

15日 ～ 16日 新・地域再生マネージャー事業（助成金） 宮崎県小林市

17日 ～ 18日 新・地域再生マネージャー事業（助成金） 山形県長井市

18日 ～ 19日 新・地域再生マネージャー事業（助成金） 熊本県上天草市

22日 公民連携（公共施設マネジメント）
アドバイザー派遣 千葉県流山市

26日 公民連携（公共施設マネジメント）
アドバイザー派遣 山形県最上町

ふ る さ と

平成 27 年2 月1 日発行
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宮崎県小林市
（新・地域再生マネージャー事業）P16-17

山形県山形市
（まちなか再生支援事業）P20-21

株式会社タケックス・ラボ／京都府宮津市
（新技術・地域資源開発補助事業）P13-15

周南バルクターミナル株式会社／山口県周南市
（「ふるさと企業大賞」受賞企業 社長に聞く）P6-12

千葉県睦沢町
（まちなか再生支援事業)P18-19
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